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中間評価

別紙参照

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

見附市立病院、市内開業医が参加したことで、登録者も増加して
おり、ＩＣＴ連携情報共有システムを活用した連携が進んできて
いる。Ｒ４度の目標は達成する見込み。
住民ニーズやICT環境の変化に合わせ、提供サービスの最適化
を進め地域包括ケアシステムの維持を図る。

ＩＣＴ連携情報共有シス
テム登録者数

人
R2

(1月時
点）

73

①

地域包括
ケアシス
テムの体
制づくり
を推進し
ます

4.現状維持 4.現状維持

13
地域の力やＩＣＴを活用して高齢者を
支えていく、地域包括ケアシステム
を整備します

支援する多職種が、登録者の医療や介護の情報をシ
ステムにて共有することで、多職種間での円滑な連
携を図ります。

認知症サポーター養成
講座、見守り協定締結、
在宅医療・介護ＩＣＴ連
携情報共有システム事
業

健康福祉課

R4年度末に認知症対応型のグループホーム(定員18名)を建設
し、Ｒ５年度に開設予定。次年度には地域密着型の市民限定サー
ビスの定員が81⇒99名となり、地域包括ケアの提供体制の充
実に取組むことができる。

介護サービス提供事業
所増設件数

件 R2 112
適正な介護施設及び介護サービス
の確保に努めます

地域の介護サービス提供体制等の基盤整備を図るた
め、国・県の補助金を活用した整備経費に対する支援
及び整備事業所に対する相談支援を行います。

国・県の補助金を活用し
た整備経費に対する支
援及び整備事業所に対
する相談支援

健康福祉課

4.現状維持
4.現状維持
別紙参照

3.拡大
（費用）

別紙参照

診療所の減少や医師の高齢化が続き、今後も診療所の減少が見
込まれる。誘致に伴う、補助申請件数R4年度は達成が難しい状
況であるが、R5年度に3件の新規開業が予定されていることか
ら、R5年度は達成の見込。
今後も診療所の減少が見込まれること、また他自治体に比べ補
助額が少なく、診療所誘致を進めていくためには支援内容の強
化が必要。
R5年度の建築費高騰も踏まえ、補助上限額の増額検討が必要。

診療所開業支援補助件
数

累計件
数

R2 1

4.現状維持 4.現状維持

9
市立病院の地域包括ケア病床を拠
点に近隣医療機関、近隣介護施設等
との連携を強化します

地域医療連携室の職員を中心として、市内開業医や
市外総合病院へのあいさつ回り等を実施し、紹介、
逆紹介患者数を増やし、連携を強化します。

医師会との連携、近隣
施設との連携会議

市立病院

大学との関係構築に力を入れ医師確保に取り組んでおり、今年
度は目標を達成できる見込みである。
引き続き大学との連携を深めていきたい。

外来診察コマ数の増加
コマ数/

週
R1 57

4.現状維持 4.現状維持

新型コロナウイルス感染拡大時には入院受入れを制限する場合
があり、他の病院等でも同様の傾向があることから、感染状況に
よっては紹介件数が目標値に達しない可能性がある。
今後も引き続き市内開業医や他の病院との連携強化に努め、紹
介、逆紹介数の増を目指していく。

紹介・逆紹介患者数の
増加

4.現状維持％ H29 46.8

①

健康寿命
を伸ばす
ための健
康づくり
を推進し
ます

4.現状維持 4.現状維持

10 救急医療体制の充実を図ります
市立病院並びに地元医師会の協力を得ながら地域
医療体制の確立を図ります。また初期救急医療体制
の確保に努めます。

休日在宅当番医制事業 健康福祉課

件 R1
紹介1,605

逆紹介
1,333

R4年度は達成が難しいが、Ｒ５年度に３医院が開設されるた
め、新規医院の協力が得られれば達成できる見込み。

休日在宅当番医数の維
持

人 R2 13

市内各地域コミュニティに安全で快適に歩くことの
できる健幸ウォーキングロードを設定し、併せて健康
遊具、健幸ベンチを設置し楽しみながら行う健康づく
り環境の整備を図ります。

健康運動教室、健幸ポイ
ント事業

健康福祉課

②

地域医療
体制の充
実を図り
ます

8
市立病院の診療内容の充実に取り
組みます

大学との良好な関係構築を行い連携を強化し、医師
の確保に取り組みます。

大学との関係づくり、健
康寿命延伸プロジェクト

市立病院

Ｒ４年度も健康の駅の機能を縮小し総合相談窓口として事業を
実施しており、ホットラインこころの相談窓口と合わせてこころ
の応援カード、広報などで周知を行っている。
評価はR4年度の健幸アンケートで実施予定。（結果判明はR5.3
月頃）

4.現状維持

11
市内への診療所等の医療機関の誘
致に取り組みます

見附市内での診療所新規開業を促進するため、支援
制度の周知を図ります。

進出医療機関への補助
事業

健康福祉課
3.拡大
（費用）

7
健康の駅をはじめとした市民相談体
制を充実など、連携した自殺予防対
策を進めます

こころの健康やうつ病について理解する市民を増や
すと共に、相談窓口の活用促進、関係機関の連携体
制強化等により自殺予防のための支援を進めます。

自殺予防対策、健康の
駅

健康福祉課
相談窓口（健康の駅）の

認知度

R４年度、22コースを維持し達成。
引き続き、健康運動教室事業、健幸ポイント事業を継続し、市民
の健康増進、生活習慣病の重症化予防に努め、健幸寿命の延伸
と医療費抑制を図る。

4.現状維持
4.現状維持
別紙参照

本 R２ 22 現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

6
健康づくりを楽しく行える環境の整
備を図ります

健康福祉課
健幸ポイント・生活習慣
病予防プログラムへの

参加者数

健幸ウォーキングロー
ドのコース数

目標受診率は、達成困難な状況である。受診率を伸ばすために、
前期、後期の健診日程終了後に未受診者に対し、ナッジ理論を
活用した受診勧奨を実施。県の事業と連携したことで、例年以上
の勧奨案内を送付した。またlogoフォームを活用し、ネットから
の申込み体制を確立したことで、前年度の受診率は超える見込
みである。引き続き、若年層への受診環境の改善、勧奨方法を検
討していく必要がある。

4.現状維持 4.現状維持％ R1 52 現状の事業の方向性を維持

ー

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

4.現状維持
4.現状維持
別紙参照

5
各種健(検)診の受診率の向上を図
ります

特定健診を受診し、結果データが示す体の状態をも
とに生活習慣改善に取り組むことで、生活習慣病の
発症や重症化の予防を図ります。

特定・基本健診、がん検
診

健康福祉課 特定健診の受診率

R４．10月末時点で達成を見込む。
ＳＩＢヘルスケア事業として一部事業の最適化を進めるが、健康
運動教室事業、健幸ポイント事業は継続し、市民の健康増進、生
活習慣病の重症化予防に努め、健幸寿命の延伸と医療費抑制を
図る。

4.現状維持
4.現状維持
別紙参照

人 R１ 3,150 現状の事業の方向性を維持4
医療費抑制に繋がるヘルスケア事業を行うと同時
に、その効果が相乗的に向上するようプログラム参
加者の増加を図ります。

ＳＩＢヘルスケア事業へ
の参加者を増加

3

健康無関心層の行動変容を促し、ヘルスケア事業に
参加してもらうことで、参加者一人ひとりの健康増
進や生活習慣病重症化予防を図り、医療費の抑制に
努めます。

ＳＩＢヘルスケア事業に
よる医療費抑制

健康福祉課

11月と1月に入会キャンペーンを実施し、市内の民間団体等と
連携して達成に向けた取り組みを進めていく。
引き続き、健康運動教室事業、健幸ポイント事業等を継続し、市
民の健康増進、生活習慣病の重症化予防に努め、健幸寿命の延
伸と医療費抑制を図る。

健康運動教室参加者数 人 R1 1,351

5.縮小
別紙参照

別紙参照

ＳＩＢヘルスケア事業としては、これまでの事業実施により医療費
の抑制効果及び、専門知見の蓄積も見られることから、外部コン
サルティング及び評価業務の廃止など事業の最適化を図る必要
がある。
事業内容および予算の最適化を進めながら、健康運動教室事
業、健幸ポイント事業は継続し、市民の健康増進、生活習慣病の
重症化予防に努め、健幸寿命の延伸と医療費抑制を図る。

5.縮小
健幸ポイント・生活習慣
病予防プログラム参加
による医療費抑制額

千円 R1

主要施策

年度別（KPI）
上段：目標値　下段：実績

4.現状維持 4.現状維持

2

健康運動教室や脳の健康教室など、
体も心も元気にする介護予防を推
進します

参加者一人ひとりの体力に合わせた科学的な運動プ
ログラムで筋力アップを図り、体力低下や転倒骨折
を予防し、高齢者の寝たきり予防と健康増進を図り
ます。

健康運動教室、脳の健
康教室、健幸ポイント事
業

健康福祉課

R4年度に健幸アンケートを実施予定。（結果判明はR5.3月頃）
※健幸アンケートは隔年実施。

日本型食生活に努めて
いる人の割合

％ H30 80.51
減塩を意識した日本型食生活への
改善など、生活習慣病の予防を推進
します

減塩を意識した日本型食生活への改善に向けて、市
内各地域での啓発活動を行うとともに、健診結果等
に応じた個別指導を実施し生活習慣病の予防を図り
ます。

食生活改善事業 健康福祉課
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現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

①

循環型社
会を目指
し、廃棄
物の発生
抑制や資
源の有効
利用を推
進します

9月末現在、一人1日あたりのごみ排出量は916ｇである。(Ｒ3
は915ｇ)例年、年度後期の排出量は前期と比較し減少傾向では
あるが、ＫＰＩ達成は困難な見込みである。県の取り組み「ゼロ
チャレ30」をイベントや地域コミュニティの広報、児童向けに配
布して周知した。今後、食品ロス削減を啓発し、ごみ排出量削減
を目指す。

4.現状維持
一人1日あたりのゴミ

排出量の抑制
ｇ

以下
R1 86926

ごみの分別による再資源化を図り、
家庭や事業所のごみ減量化を推進
します

分別マニュアルの家庭、事業所への配布により啓発
を促進し、市民一人1日あたり排出量を削減します。

分別回収（18分類）、分
別マニュアルを家庭・事
業所へ配布

市民生活課

今年度は「インターネット環境・デジタル化に関する市民アンケー
ト」を実施しないためKPI達成可否は不明となるが、見附市通信
環境整備補助金を今年度も実施しており、申請件数も順調に推
移しているため、「インターネット通信環境の世帯普及率」も上昇
している可能性が高いと考える。

4.現状維持
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ通信環境の世

帯普及率
% Ｒ２ 94

4.現状維持

今年度は「インターネット環境・デジタル化に関する市民アンケー
ト」を実施しないためKPI達成可否は不明となるが、「スマホ相
談窓口」は多くの利用があり、様々なデジタルコンテンツについ
ての相談があるため、「デジタルコンテンツの利用率」も上昇する
可能性が高いと考える。

4.現状維持
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂの利用率
（見附市情報通信利用

動向調査）
% Ｒ２ 83

4.現状維持

4.現状維持

⑥

だれもが
ＩＣＴを活
用できる
環境整備
を推進し
ます

24 ＩＣＴの利用環境の整備を支援します

ＩＣＴの活用による市民の利便性向上を目的に、イン
ターネット回線等整備に対する費用補助や、インター
ネットコンテンツの活用促進を図り、ＩＣＴ環境の普及
を図ります。

通信環境整備補助金制
度等による整備支援の
実施

企画調整課

9月末時点で、相談会1回、イベント時の啓発1回、保育園向け3
回、中学生向け1回、高校生向け2回、小学校での人権の花活動
1回の計９回の啓発活動を実施したところである。10月以降は、
相談会1回、高齢者向け啓発1回、街頭啓発1回、小学校での人権
の花活動1回を予定しており、目標値の10回については達成す
る見込みである。

4.現状維持 4.現状維持R1 10

25
ＩＣＴへのリテラシー（理解）向上に取
り組みます

ＩＣＴの活用と理解を高める啓発活動と情報発信を推
進し、行政サービス等のデジタルコンテンツの利用を
促進し、市民の利便性向上を図ります。

高齢者を中心とした市
民へのＩＣＴ活用の啓発

企画調整課

人権講演会１回、教育研修は１３校で各２回と全体で１回を実施
した。行政・一般向け研修については７回実施のため、目標達成
の見込み。今後も継続したいと考えている。

4.現状維持 4.現状維持R1 35人権講演会 市民生活課
講演会、研修会への参

加回数
回

4.現状維持
4.現状維持
別紙参照

⑤
人権意識
の向上を
図ります

22 人権教育を推進します
市民、教育関係者、行政職員の講演会、研修会への参
加を促します。

未だ新型コロナウイルスの影響等による困窮相談も多く、R4.9
月末時点において、事業を利用して3名が就労につながってい
る。
引き続きハローワーク等の関係機関と連携した就労支援を行っ
て行く。

生活保護受給者等自立
促進事業での就職者数

人 R2 9

23 人権啓発を推進します
法務局や関係機関と連携した啓発活動、相談会を開
催します。

各年代に対しての人権
教室

市民生活課 啓発活動回数 回

21
生活困窮者に対する有効な支援を
実施します

ハローワークと連携して支援プランを策定し、就職支
援ナビゲーター等による支援のもとで就労の実現を
図ります。

生活困窮者及び要支援
者（低所得・障害等）へ
の自立支援事業

健康福祉課

目標達成の見込み。
児童扶養手当受給者等
に対する各種支援制度

の広報の回数（年）
回 R1 220 母子･父子福祉を充実します

児童扶養手当受給者等に対する各種支援制度（自立
支援教育訓練給付金、高等職業訓練促進給付金、新
潟県貸付制度、ハローワークで実施の各種就業支
援、奨学金、養育費取り決めの支援団体等、生活困窮
時の社協実施事業等）の周知について、対象者への
郵送やHPによる広報に努めます。

児童扶養手当等の経済
的支援

こども課

現状の事業の方向性を維持104健康福祉課
障がい者と共にするス
ポーツレクリエーション
活動事業の参加者数

人 R1

4.現状維持 4.現状維持現状の事業の方向性を維持

17
活動や訓練の場を整備し、サービス
の充実に努めます

障害者の日中の居場所として、創作的活動や社会交
流促進、生産活動の機会を提供し、自立生活の促進
と社会参加を図ります。

地域活動支援センター
事業
（あじさい業務委託）

健康福祉課

4.現状維持 4.現状維持

④
地域福祉
の充実を
図ります

19
福祉団体やボランティア団体等との
連携を強化し、地域での福祉活動の
充実を図ります

障害の有無に関わらず共に障害者スポーツ等を体験
することで、相互理解や社会参加へのきっかけを創
出します。

手をつなぐ育成会補助
金、レクリエーション活
動支援事業（あざーる障
害者スポーツ）

変異株の流行などコロナの影響が続いており、９月末時点では、
実施できていない。今後の感染状況を見て、実施の可否を検討
したい。次年度も、可能な範囲で事業を実施していく。

自発的活動支援事業の
参加者数

人 R1 33

コロナの影響で活動が縮小しているため、団体に対し今年度の
補助金は交付していない。関連団体で障害者スポーツ大会を実
施していることもあり、次年度は可能な範囲で事業を実施して
いく。

4.現状維持 4.現状維持

4.現状維持 4.現状維持96こども課
育てにくさを感じたと
きに対処できる親の割

合
％ R1

4.現状維持 4.現状維持

９月までの延べ利用者数は813人、目標比33％。新型コロナの
影響で運営できない日があり、利用者数は伸び悩んでいる。同
じようにコロナの影響があった昨年度とほぼ同じ利用者数であ
り、維持できるように、引き続き感染防止対策を取りながら、活
動を実施していく。

地域活動支援センター
あじさい利用者数

人 R1 2,574③

障がい者
の自立支
援に努め
ます

16
障害の早期発見を進め、早期支援体
制整備に努めます

ネウボラみつけにおいて発達相談、療育教室、ことば
の相談室などを開催し就学前の子どもの成長や発達
に関する不安や悩みごとの相談に対応します。児童
発達支援センターとも連携を図ります。

児童発達支援相談事業

7月開催の就職ガイダンスの参加者は55名で、多くの求職者と
企業のマッチングを図ることができた。また企業を30社訪問
し、協議会の周知を行った。
今後行われるセミナーや就職説明会においても多くの求職者・
企業に参加して頂けるよう広報活動等を行っていく必要があ
る。

生涯現役促進地域連携
事業における

高年齢者の就業者数
人 R1 4715

高齢者が活躍できる環境づくりに努
めます

相談窓口の充実や企業への高年齢者雇用の働きか
けなどで、働きたい高年齢者が働ける環境を整備し
ます。

ハッピーリタイヤメント
事業、生涯現役促進地
域連携事業

地域経済課

R4.9現在３歳児健診受診者94人中35人が「育てにくさ」を
「いつも感じる」または「ときどき感じる」と回答（85.7％）。引き
続き健診での相談機関の周知を行っていく。

18
事業者や企業と連携しながら、障が
い者の就労を支援します

就労している障害者からの体験談発表を通して、こ
れから就労しようとしている障害者や現在就労して
いる障害者を支援します。

自発的活動支援事業
（スクラムの会）、理解促
進研修・啓発事業（講演
会など）

健康福祉課

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

新型コロナウイルス感染状況の落ち着きに合わせて、徐々に参
加者は増えてきている。9月末で参加者数は、2,487人となっ
た。
引き続き、感染症の状況に合わせて事業を継続し、交流や活動
の場、生きがいづくりを推進する。

4.現状維持
4.現状維持
別紙参照

7,048
まちづくり

課
悠々ライフ参加者数 人 R1

4.現状維持
4.現状維持
別紙参照

②

高齢者の
社会参加
を促進し
ます

14
交流と活動の場を広げ、高齢者の生
きがいづくりを推進します

定年退職などの節目に「第二の人生」を見つめ直すと
ともに、楽しみながら生きがい探しや仲間づくりをす
る人たちを支援します。

ハッピーリタイヤメント
事業
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1,000

4 4 4

2.8

83 84 85

88

4,600 4,625 4,650
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暮
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の
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す
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と
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新
し
い
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業
づ
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を
推
進
し
ま
す

【
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本
目
標
２
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産
業
が
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気
で
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あ
る
ま
ち
づ
く
り
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３

）
地
域
か
ら
始
め
る
地
球
環
境
保
全
に
取
り
組
み
ま
す

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

企画調整課 奨励企業の新規指定数 社 R1

②

企業の立
地と企業
活動しや
すい環境
整備を推
進します

39
各種優遇制度により、様々な分野の
優良企業等の進出・事業拡大を支援
します

企業設置奨励条例に基づき、優良企業等の進出・事
業拡大を支援します。

企業設置奨励条例に基
づく支援

R4年度は起業創業支援事業補助金は6件の申請があり、すべて
採択された（うち1件は第2創業）。

4.現状維持 4.現状維持24地域経済課
起業・創業件数（５年間

の累計）
累計件

数

R1
（H27-

R1）
①

新しい事
業展開を
支援しま
す

38 起業・創業を支援します
セミナー・講座や補助金等で、起業・創業を目指す意
欲的な個人・団体を支援します。

起業創業支援事業補助
金

　団体の高齢化により、活動の負担が大きくなっていることか
ら、取組みを解除する団体もあり、快適空間づくり事業の取組み
箇所数は減少し、目標の達成は難しく下降する見込み。

4.現状維持 4.現状維持
快適空間づくり事業の

箇所数
箇所 Ｒ１ 90

市内進出を検討している企業に対し、奨励企業の指定を受ける
利点を説明し、新設事案１件について奨励企業の指定に至った。
今後、進出を検討する企業に対しても制度紹介を実施していく。

4.現状維持 4.現状維持1

4.現状維持

37
統一性に配慮した美しい都市空間の
形成に努めます

適切に管理された快適空間づくりの取組み箇所の増
加により､花と緑のある良好な都市空間の創出を図
ります。

快適空間づくり事業の
取組み箇所数の増加

建設課

緑化団体、公共施設等
への花苗提供数

ポット R2 53,300

②

個性的な
空間の整
備を図り
ます

36
自然景観との調和を図り、花と緑に
あふれた公園の整備を推進します

ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭｶﾞｰﾃﾞﾝの育苗施設で育てた花苗を年2回市
民団体や公共施設等に提供し､緑化推進とモチベー
ションの維持を図ります｡

花苗提供、緑化助成制
度の情報提供

建設課

　コロナ禍によるボランティア数の減少により、ボランティア活動
延べ人数は減少し、目標の達成は難しく下降する見込み。 4.現状維持

公園管理に携わる市民
団体､ボランティアの活

動延べ人数
人 Ｒ１ 4,600

①

市民ぐる
みの景観
づくりを
推進しま
す

　ガーデンクラブの高齢化や育苗作業の負担が多いことなどか
ら、活動人員の減少とともに花苗提供数が減少し、目標の達成
は難しく下降する見込み

4.現状維持

4.現状維持

35
市民の力を生かした公園の管理運
営を推進します

市内外から観光で訪れる公園において､市民団体や
ボランティアの人数増加により適切に管理された空
間を整備します｡

市民団体や地域団体に
よる公園の管理運営

建設課

　多くの団体が継続的に快適空間づくり事業に取組んでおり、取
組み団体数は目標を達成する見込み。

4.現状維持
快適空間づくり取組み

団体数
団体 R1 8334

快適空間づくり事業などにより市民
とともに道路や公園等の景観づくり
を進めます

市民や緑化団体の活動に対して花苗提供や資材の支
援を行ない､花と緑に包まれた空間の創出に努めま
す｡

花苗提供の継続、快適
空間づくり取組団体数
の増加

建設課

4.現状維持

保育間伐、再造林事業を中心に実施予定。
概ね達成する見込みである。

4.現状維持 4.現状維持
H30,R

1
平均

3.4633 里山の適正な保全管理に努めます
森林組合が行う（森林所有者から受託）人工林の保
育・間伐等作業を支援し、森林の有する多面的機能
の維持・増進を図ります。

造林保育事業、森林経
営管理法に基づく森林
整備事業

農林創生課 造林保育事業実施面積 ha

コロナ禍対応のため、時間を短縮し（午後１時まで）、４月24日に
開催した。目標人数には達しなかったが、参加者も含め約
1,000人が来場し、会場は賑わった。毎年、人気のEボートは川
下りを体験会としたことで、多くの方に楽しんでもらうことがで
きた。今後もイベントの内容や手法などを工夫して行う。

4.現状維持 4.現状維持Ｒ1 1,400

現状の事業の方向性を維持

かわまちづくり事業
まちづくり

課
刈谷田川フェスティバ

ル参加者数
人

公用車のエコカーは2台。全庁で計画的に転換していくことを提
案する。また、新エネ、省エネビジョンの具体的事業展開のため
に、資源エネ庁国補助事業の採択を受け、新エネ省エネ関連事業
の実用化可能調査を実施し次年度以降に活用するためのデータ
を取りまとめる予定。
エコアクションや環境情報誌「エコみっけ」にて市民・事業者に向
け、省エネに関する啓発活動を推進した。

4.現状維持 4.現状維持

③

自然と
人々の生
活が一体
となるふ
るさとづ
くりに取
り組みま
す

32
河川空間の保全と利活用に努めま
す

多くの人が交流し、「かわ」に親しんでもらえるよう、
刈谷田川河川敷を利用した刈谷田川フェスティバル
を実施します。

市公用車エコカー数
累計導
入台数

R1 2

CO2発生量の算定に必要な数値が公表されなくなったため、今
後は環境省が取りまとめている「自治体排出量カルテ」の数値を
参考とすることから、中間評価できない。新エネルギー導入補助
金は情報紙「エコみっけ」で啓発活動をおこなったこともあり、上
半期で前年度を上回る申請を受け付け、市民の新エネルギーに
対する意識も高まっている。今後も新エネ、省エネ推進の啓発推
進をする。

4.現状維持 4.現状維持

31
環境にやさしいエネルギーの導入を
推進します

化石燃料の依存度を下げるために。エコカーや省エ
ネ機器への転換や、新電力の導入等を進めます。

LED街灯設置補助、校
庭芝生化、新電力の導
入、EV充電設備設置、
もみ殻燻炭作り、既存エ
ネルギーの種別変更（重
油→灯油）によりCO2
を削減する取り組み

市民生活課

エネルギー起源CO2
発生量の抑制

千ｔ
以下

R1 250

②

地球温暖
化を抑制
するた
め、省エ
ネル
ギー・省
資源化を
推進しま
す

30
家庭や事業所でできる地球温暖化
対策を支援します

新エネルギー導入促進事業補助金の周知や事業所へ
の啓発、エコアクション等を通じ、地球温暖化対策を
啓発するよう努めます。

新エネルギー導入促進
事業補助金、事業所へ
のグリーンカーテン、エ
コアクションの開催

市民生活課

9月末現在、Ｒ4の資源化率は約17%である。冬期間は町内の
資源ごみ回収を2か月休止する影響で排出量は減少するが、ＫＰ
Ｉは達成見込みである。県の取組「ゼロチャレ３０」をイベントや広
報等で周知した他、エコみっけで紙ごみのリサイクルについて特
集し、分別排出意識の徹底に努めた。今後も、広報や講座を通じ
て資源化率向上を目指す。

4.現状維持資源化（リサイクル）率 ％ R1 15.0

①

循環型社
会を目指
し、廃棄
物の発生
抑制や資
源の有効
利用を推
進します

春のクリーン作戦に1,531人(Ｒ1は2,183人)参加した。中部
産業団地内のアクセス道路では、企業、市民と協働で街並み花
いっぱい運動を行い、不法投棄されづらい環境づくりに努めた。
秋のクリーン作戦は感染者急増に伴い中止となったため、ＫＰＩ
達成は不可能である。

4.現状維持クリーン作戦参加者数 人 R1 4.現状維持

4.現状維持

29
廃棄物処理・リサイクル体制を整備
します

カンや古紙、プラスチック容器包装等のリサイクル率
向上に努めます。

次期最終処分場整備、
浄水発生土・下水汚泥
のリサイクル

市民生活課

9月末現在、環境学習、講座を16回実施しており、ＫＰＩは達成見
込みである。公民館との連携や市民団体との協働で講座を行う
など、学び、体験する機会を提供した。今後も同様に実施する。

4.現状維持
環境学習・体験学習な

どの実施数
回 R1 28

4.現状維持

28
地域自らが実践する環境活動・環境
教育を支援します

環境学習講座や体験学習等を実施することにより、
見附の自然環境を感じ、かつ、大切さを学ぶ機会を
提供し、後世に繋いでいきます。

乾燥生ごみの花苗交
換、学校や地域への花
苗の提供及び花育活
動、地域コミュニティー
への通学路等の除草委
託、アースプロジェクト
事業等

市民生活課

27
クリーン作戦など、市民との協働に
より不法投棄させない環境づくりを
推進します

クリーン作戦の参加者数を増やし、きれいな街づくり
を行うとともに、不法投棄されない環境をつくるよ
う努めます。

クリーン作戦、環境パト
ロール、街並み花いっぱ
い運動

市民生活課 2,183
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現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持①

観光素材
を磨き上
げ観光の
産業化を
図ります

51
付加価値ある観光施設コンテンツの
開発などの取り組みを進めます

市内企業や（一社）見附市観光物産協会と連携を図
り、行政視察観光など付加価値の高い新たな観光メ
ニューづくりに取り組みます。

モニターツアー誘致、
ローズヒップティ、行政
視察

R4.9月末までに行政視察として17団体、モニターツアーとして
2団体が見附を訪れており、目標達成の見込み。

4.現状維持 4.現状維持
コロナ発生後の令和2年から、工場見学の中止やバスツアーの
中止などにより来場者数は大きく落ち込んでおり、目標達成は
困難と見込まれる。

オープンファクトリー来
場者数

人 R1 9,24652
ニットオープンファクトリーの充実を
支援します

全国でも稀な工場直結のファクトリーアウトレットに
ついてのPR強化と土日営業の支援をします。

プリメイラ土日営業支
援

地域経済課

4.現状維持 4.現状維持6地域経済課
行政視察モデルコース

参加団体数
件 R2

4.現状維持

首都圏の学生から来てもらうインターンシップ事業はコロナの影
響により2年連続で実施を見送っていたが、今年は2月に実施
予定。学生に参加しやすい環境づくりのためニット組合が専門学
校と交渉し、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ参加を単位として認めてもらえるように
なった。

4.現状維持
技術講習会・インターン

シップの参加者数
人 R1 9

4.現状維持

50
事業を継続するための支援を行い
ます

基幹産業であるニットの若手技術者の育成と担い手
確保に支援します。

ﾆｯﾄ塾・インターンシップ
の開催

地域経済課

今年度は2件の交付を決定。うち1件は開業済み。もう1件は令
和5年2月に開業予定。また、昨年交付決定した店舗が今年度開
業し、現在の開業件数は2件で目標を達成済み。

4.現状維持
商店街など中心市街地

での出店数
（５年間の累計）

累計件
数

R1
（H27-

R1）
1149

商店街など店舗の活性化に努めま
す

商店街など中心市街地での出店を支援し、店舗活性
化を図ります。

まちなか賑わい事業支
援補助金（空き店舗）

地域経済課

48 企業の連携強化に取り組みます
情報交換や人脈づくりを図る企業交流会を開催しま
す。

進出企業交流会、製造
業交流会等の開催

地域経済課

R4年度は1次募集(4月)で1件、2次募集(8月)で４件、計5件
の申請があり、そのうち４件に交付決定を行った。また、2次募
集の開始前には設備の納期遅れにより申請を断念する企業が出
ないよう、内規の変更を行うとともに、事業者から気軽に相談し
て頂けるよう広報の文言を追加するなどの工夫を行った。

4.現状維持
設備投資応援補助金の

申請件数
（５年間の累計）

累計件
数

R1
（H27-

R1）
24

4.現状維持

47 企業の経営基盤の強化を支援します
新規企業の設備導入を増やし、市内企業の経営力の
向上を支援します。

設備投資応援補助金、
制度融資

地域経済課

3

例年、6月と2月の年2回開催している。
R４年度はコロナ感染拡大が落ち着いていた7月に１回目を開催
した。このまま新規感染者数が増加しなければ、2月も開催する
予定でいるため達成できる見込み。

4.現状維持
進出企業交流会の開催

回数
回 R1 2

4.現状維持

46 新製品･新技術開発を支援します
新製品開発や既存商品の磨き上げなど事業者の売
れる商品づくりを支援します。

売れる商品づくり推進
事業補助金、技術懇談
会

地域経済課

徐々に販売イベントや商談会等が復活し商機が回復している一
方で事業者において人員不足（コロナ禍で65歳以上従業員を再
雇用を終了した影響）で発注があっても納品に間に合わない状
況が発生しており、コロナ以前の生産出荷額に回復するのは困
難な状況になっている。

4.現状維持
ニット組合の製造品出

荷額
億円 R1 46

4.現状維持

現在、４件の相談（新商品開発）を受け、ブラッシュアップ会議を
実施した。そのうち２件の補助金申請があり２件の交付決定を
行った。（２件は未申請）また、新規事業者に制度の紹介をするこ
とで、幅広い事業者から制度を活用していただけるよう働きか
け、目標達成を目指していく。

4.現状維持
売れる商品づくり推進
事業補助金採択件数

件 R2

②

がんばる
商工業者
に対する
育成支援
に取り組
みます

45 商工業者の販路拡大を支援します
高付加価値のニット製品の向上を図り、国内有数の
ニット産地としての維持継続を図れるよう支援しま
す。

繊維産業販路拡大補助 地域経済課

　農地維持について、目標の100％実施は達成の見込み。なお、
見附市広域協定では、今年度から新設された田んぼダム加算メ
ニューを実施します。この取り組みにより、これまで課題であっ
た貯水能力の安定確保を今後は図っていくことができます。

4.現状維持 4.現状維持現状の事業の方向性を維持R1 100

現状の事業の方向性を維持

①

がんばる
農林業者
に対する
育成支援
に取り組
みます

41
儲かる農業の実現に向けた取り組み
を進めます

園芸作物の振興で農業者の所得増大と生産拡大を
目指し、重点取り組み品目のとして「にら」を推奨し、
生産と消費の両面の拡大による産地づくりに取り組
みます。

現状の事業の方向性を維持

経営所得安定対策推進
事業、野菜づくり等応援
事業（にら１億円産地育
成計画）

4.現状維持

44
農業生産基盤の確保・保全に取り組
みます

多面的機能支払（市内全集落1協定）に取り組み、農
業者と地域住民の共同活動により、農地2,467ha
の維持管理を実施します。100％実施（取り組み面
積／対象農用地面積）を目指します。

県営かんがい排水整備
事業、多面的機能支払
事業

農林創生課
多面的機能支払の取り

組み実施率
％

　給食センターの人員減・効率化に伴う調理機械導入により、野
菜の規格化が要求されたことにより、納入しても受け付けられ
ないものが多くなり、生産者の出荷意欲が大幅に減退したこと
から、今年度は使用率の低下が見込まれます。

4.現状維持 4.現状維持現状の事業の方向性を維持R1 35.543 地消地産を推進します
地場産の園芸作物の生産振興を図るとともに、学校
給食における地場産野菜の安定的な供給体制を構
築し、地場産野菜の供給率の増加を目指します。

野菜づくり等応援事業、
学校給食地場産野菜供
給事業

農林創生課
学校給食における地場
産野菜の使用率（重量

ベース）
％

　今年度の担い手が耕作する農地面積の割合は、６２％程度の
見込み。
　担い手の若手農業者や法人に農地が集積される一方で、高齢
化等により、認定農業者の更新を行わず担い手でなくなる農業
者が一定数おり、担い手の農地面積が増えないことが課題。

4.現状維持 4.現状維持現状の事業の方向性を維持R1 59.6
機構集積協力金交付事
業、永続性の高い農業
法人育成事業

農林創生課
農業担い手の農地面積

割合
%42

農業担い手の育成・確保に取り組み
ます

農業の持続的な発展と農地の保全のため、担い手と
なる農業者や経営体を育成するとともに、新規就農
者の確保・増大を図ります。

　今年度は市場価格が急激に下落したことから、大口生産者が
加工品出荷に切り替えたことにより、市場出荷額は低下する見
込みですが、それ以外は現状維持となる見込みです。　高校や小
学校での出前授業やメニュー考案など、積極的にSNSをはじめ
とする各種メディアを通してPRを展開しています。

4.現状維持 4.現状維持現状の事業の方向性を維持4.6農林創生課
１億円産地育成・重点
取り組み品目「にら」の

販売額
百万円 R1

中部産業団地の分譲は完売しているが、団地内に立地する企業
から増設に係る相談を受けた。奨励企業の指定の利点を説明
し、新たな企業投資の後押しとなるよう対応している。
都市計画区域区分の変更が予定されるなか、相談してきた企業
に対して現状と併せて情報提供に努めている。

4.現状維持 4.現状維持1企画調整課 奨励企業の新規指定数 社 R1

②

企業の立
地と企業
活動しや
すい環境
整備を推
進します

40
企業が立地したくなる環境づくりを
推進します

新たな工業用地など環境整備を検討し企業の誘致を
推進します。

新たな産業団地などの
検討

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持



二次
評価

基本目
標

基本施
策

通番号 主要事業 具体的な取り組み内容
主要事業の主な取り組

み
主担当課 KPI指標 単位

基準値
年度

基準値 R3 R４ R5 今年度のKPIの達成見込み・課題
次年度の
方向性

「4.現状維持」以外を選択の場
合は、理由を記入

次年度の
方向性

令和4年度 行政評価一覧表 中間評価

主要施策

年度別（KPI）
上段：目標値　下段：実績

150 160 170

176

10,000 10,200 10,400

0

72,000 129,000 186,000

9,810

500 500 500

500

16 18 20

15

48 50 52

47

40 40 40

22

95 97 100

93

10,000 10,000 10,000

99

10,500 10,800 11,100

11,287

35.6 36.1 36.6

36.7

0.4 0.7 1.0

0.6

（
３

）
観
光
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す

（
４

）
雇
用
対
策
を
推
進
し
ま
す

【
基
本
目
標
２

】
産
業
が
元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

（
１

）
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

【
基
本
目
標
３

】
安
全
安
心
な
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持
令和４年度は、市道今町田井線ほか４路線で幹線道路整備を進
めた結果、合計で220mの整備を完了する予定であり、目標を
達成する見込みである。

新規に整備（改良）され
た幹線道路の延長（５

年間の累計）

累計ｋ
ｍ

R1 0.3

4.現状維持 4.現状維持

64 災害に強い道路整備を推進します
災害時において緊急車両の通行を確保するため、幹
線道路の改良を進めます。

道路改良事業（幹線） 建設課

R4年度は老朽管の更新による耐震化を1.5km発注し、年度内
完了を予定している。
R4年度目標値は達成の見込み。

水道管路耐震化率 ％ R1

4.現状維持 4.現状維持

防災訓練参加の意義の啓発し、訓練参加者数の増加
を図ります。

総合防災訓練、原子力
防災訓練

企画調整課

自主防災組織未結成の町内への働きかけ、災害に対
応できる仕組みづくりを推進します。

自主防災組織防災資機
材補助、避難インフルエ
ンサー、地域住民の協
力による避難所運営

災害への
対応能力
の向上に
努めます

60
地域の力を生かしながら、災害に的
確に対応できる仕組みづくりを推進
します

葛巻地区コミュニティで開催された防災関係のイベントや広報見
附で緊急情報メールへの登録啓発を行った。来年度についても
様々な場面で啓発活動を行っていきたい

4.現状維持 4.現状維持10,111

61

市民参加による防災訓練の実施、原
子力防災に関する情報提供、防災シ
ステムの充実により、災害に強い体
制づくりを推進します

企画調整課
緊急情報メールの登録

者数
人 R1

①

企画調整課 自主防災組織の組織率 ％ R1

4.現状維持 4.現状維持

34.963
上下水道施設の耐震や耐水化を図
ります

耐震性のない導配水管を耐震管へ更新します。
今町処理場耐震化、導
配水管の耐震化

上下水道局

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

未結成町内へ結成への働きかけをしているが、結成には至って
いない。補助制度の内容変更など、説明を行い、未結成町内へ
結成を呼び掛けていきたい

4.現状維持 4.現状維持93

②

災害に強
い社会基
盤整備を
図ります

62
災害時における情報収集や確実な
情報伝達の体制を強化します

緊急情報メールの登録を促進し、災害時の情報収集
や確実な情報伝達の体制を強化します。

災害情報収集・発信ツー
ル導入・改良等の検討

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、大勢の市民参加
訓練はせず、各地域コミュニティと共同して避難所への避難訓練
を行った。感染状況によるが、次年度は防災意識の向上を図り、
市民参加の訓練を行ていきたい

総合防災訓練の参加者
数

人 R1 11,681

59
地元企業への定着・人材育成を支援
します

ビジネススキルやモチベーションの向上、他社・異業
種との交流を目的とした合同研修会を開催し、人材
育成を支援するとともに、地元企業への定着を図り
ます。

新人社員合同研修会の
開催

地域経済課

掲載企業数は47社。市ホームページ、産業応援eネットなどで掲
載企業の募集を行う必要がある。

4.現状維持
市ホームページへの掲

載企業数
社 R2

参加者数は19人となった。毎年参加する企業がある一方、新た
な企業からも参加をしてもらえるように周知する必要がある。

4.現状維持
新人社員合同研修会参

加者数
人 R2

②

企業の人
材確保を
支援しま
す

58 地元企業の情報発信を支援します
魅力あふれる地元企業の情報をホームページに掲載
することで興味を持ってもらい、企業の人材確保を
支援します。

魅力あふれる地元企業
の情報をホームページ
に掲載

地域経済課

企業の募集についてはこれからだが、より多くの企業に掲載し
てもらえるよう広報に力を入れる。

4.現状維持 4.現状維持R1 16

①
就業支援
を行いま
す

4.現状維持

37

45

4.現状維持

57
地元就業に関する情報発信を充実し
ます

「新卒者向け求人情報」や「広報みつけ」で地元就業
に関する情報を発信し、地元での就業を支援します。

雇用情報コーナーの設
置、広報見附への掲載、
新卒者向け求人情報の
発行

地域経済課
新卒者向け求人情報の

掲載企業数
社

R4年度は10月までで367件の相談があった。現在の相談の
ペースでいけば達成できる見込み。

4.現状維持 4.現状維持R1 536
専門相談員による相談
室開設

地域経済課
専門相談員による相談

受付件数
件56 多様な働き方を支援します

就業や労働環境等に関する様々な相談を相談を受け
付け、多様な働き方を支援します。

4.現状維持 4.現状維持
継続した情報発信が行えておらず、アクセス数が減少している。
目標達成は困難と見込まれる。

観光WEBサイトの年間
アクセス数

アクセ
ス

R1 72,00055
各種メディアでの観光PRを強化し
ます

リニューアルした観光パンフレット（WEBサイト）によ
り、見附の魅力の情報発信を推進します。

観光広告企画、観光パ
ンフリニューアル、SNS
情報発信

地域経済課

4.現状維持 4.現状維持現状の事業の方向性を維持11,610地域経済課
県外観光イベント（とっ
ておき百選など）来場

者数
人 R1

②

観光プロ
モーショ
ンの強化
を図りま
す

54
観光商談会や観光イベント等での見
附の売り込みに努めます

首都圏向け観光イベント「とっておき百選」を中心に
広く見附の魅力をプロモーションします。

観光商談会、とっておき
百選

「凧づくり」や「まちあるき」などの参加数は昨年同時期より増え
ており、以前より参加についての問合せも多くあり、目標達成に
つなげたい。

体験型コンテンツの参
加数

人 R1 151

①

観光素材
を磨き上
げ観光の
産業化を
図ります

R４年度は、３年ぶりの開催となったが１１，６００名の来場者が
あり、目標を達成し、見附のＰＲを図れた。売上も例年並みに約２
３０万円以上あり盛大に開催した。しかし、出店者の参加が年々
減少しており、お客様との関係づくりが希薄になってきて、イベ
ント後の販路拡大にも疑問があるため次年度以降の見直しが必
要と思われる。

53
「凧づくり」や「まちあるき」など体験
型コンテンツの活用を図ります

市民グループや地域コミュニティと連携し、「凧づく
り」や「まち歩きガイド」の活用を進めます。

凧づくり、まち歩きガイ
ド

地域経済課 4.現状維持 4.現状維持
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現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

令和４年度は町内への周知活動を行うと共に市管理の防犯灯の
LED化を進めた。町内管理の防犯灯のLED化率を進めるためよ
り一層の周知活動を行い、目標を達成する見込みである。

4.現状維持 4.現状維持R1 66.1防犯灯LED化率 ％

市内の犯罪発生件数は、9月末時点で78件で、前年同月比－
31件で減少で推移している。今年度の防犯対策としては、市内
約５箇所に防犯カメラを設置する予定。
※前年同期間9月末時点 109件

4.現状維持 4.現状維持R1 170
防犯訓練、緊急情報
メール

総務課 市内での犯罪発生件数
件

以下

①

安全安心
な暮らし
づくりに
取り組み
ます

75 地域ぐるみの防犯活動を支援します

小学校において警察と連携した防犯訓練を実施する
ことで地域の防犯意識を高めるとともに、緊急情報
メールの発信により地域の安全安心を推進し、犯罪
発生件数を抑制します。

　今年度は、制限を緩和して救急講習会を開催しているため、前
年と比較して受講者数は増加傾向であるが、多くの受講者数が
期待できる学校関係の開催が少ないことから、目標値の達成は
厳しい状況である。

4.現状維持 4.現状維持救急講習会の受講者数 人 R1 1,200

現状の事業の方向性を維持

76
防犯灯の設置など、防犯環境を整備
します

防犯灯設置更新補助事業制度の周知を図り、設置率
の向上に努めます。

防犯灯設置更新費補助
事業

建設課

4.現状維持

74
応急手当の知識･技術を普及し、救
命率の向上に取り組みます

救急講習会を推進し、市民による応急手当を増加さ
せ、救命率の向上を目指します。

救急講習会の実施 消防本部

救急救命士の研修受講
率

％ R1 100

現状の事業の方向性を維持

③

救急・救
助体制を
充実しま
す

73
高度な救急救命処置や救助活動が
可能な体制づくりを推進します

救急救命士の再教育体制を充実・強化し、高度化す
る救急業務を適切に遂行します。

救急救命士の養成及び
各種研修受講
救急・救助資機材の計
画的整備

消防本部

　１１月４日現在、消防用設備設置対象物357棟、小規模飲食店
20店、危険物施設108施設に対して立入検査を実施、法令順守
等を適切に指導した。今年度の目標指数は達成の見込みであ
る。

4.現状維持立入検査実施棟数 棟 R2 400

　病院実習は、令和５年２月で運用救命士１７名の実習を完了す
る計画である。各種研修は、Web開催を含め、開催されたもの
には積極的に参加している。実技技能研修は、開催見込みがなく
参加できていないが、今後、予定されている研修等に参加する
ことで、目標指数をおおむね達成できる見込みである。

4.現状維持

　住宅用火災警報器設置状況調査を167世帯に調査を実施、11
月14日、15日には高齢者世帯訪問調査を実施予定（２００世帯
を予定）である。これにより、今年度の目標指数は達成の見込み
である。

4.現状維持
住宅用火災警報器の設
置及び維持管理の啓発

活動件数
件 R2 281

4.現状維持

②
火災予防
に取り組
みます

71 住宅の防火対策を強化します
住宅用火災警報器の設置状況調査及び高齢者世帯
への防火訪問指導を通じて、住宅用火災警報器の普
及啓発と適切な維持管理に務めます。

高齢者世帯への防火訪
問指導
住宅用火災警報器の普
及促進

消防本部

　7月に３件の小学校への防災スクール及び8月に１件の小学校
への防災スクール、１件の中学校への防災スクールを実施。10月
末現在で未だコロナ禍であり、自主防災組織との連携した訓練
が実施できていない。今後も自主防災組織に対する訓練実施の
呼びかけを継続する。

4.現状維持 4.現状維持R1 11

①
消防体制
の充実を
図ります

4.現状維持

72
大型店や事業所など、多数の人が利
用する建物の安全を図ります

防火対象物及び危険物施設等への立入検査を実施
し、消防用設備等の維持管理、防火管理体制、法令遵
守状況を適切に指導し、火災予防に努めます。

防火対象物及び危険物
施設への立入検査

消防本部

70
市民の防火意識の高揚を図り、地域
防災を担う人材の育成と協力体制
を推進します

消防職・団員と自主防災組織の連携訓練を実施し、
地域防災力の向上を図ります。

自主防災組織と連携し
た訓練の実践
幼少期からの防災教育
の実施

消防本部
消防機関と連携訓練を
実施した自主防災組織

数
組織

未活動団員の調査を実施した結果、目標値を下回り、次年度以
降も減少が予想される。しかし、ポンプ等装備の高機能化や、デ
ジタル技術による消防団との連携の簡易化、本部体制の強化に
より、消防団機能の強化は進んでいることから、引き続き団員の
確保に向けた周知を進めながら、人口減少や機能強化を踏まえ
た団員の適正数について再考が必要。
出動報酬の増額検討も必要であるが、組織改編も含めた、条例
定数の見直しから検討が必要。

5.縮小
4.現状維持
別紙参照

R2 554消防団の活性化を図ります
消防団員の確保対策を徹底し、組織の強化と活性化
を図ります。

消防団車両及び装備の
充実強化
消防団員の処遇の改善

消防本部 消防団員の実員数 人

　１０月末時点で、消防学校等の教育機関（新潟県消防学校及び
総務省消防庁の消防大学校）の研修に７名の職員を派遣し、全て
の課程で修了している。年度末までに、４名の派遣（1名入校中）
を予定しており、今年度の目標を達成できる見込みである。

4.現状維持 4.現状維持R1 10

消防車両及び装備の計
画的整備
消防学校等教育機関で
の研修受講

消防本部
消防職員の教育・研修

機関への派遣数
人

別紙参照紙

現状の事業の方向性を維持

河川改修等の災害対策を促進します
浸水被害を減らすため、排水路等の改修を進めま
す。

河川改良事業、排水路
改良事業

建設課

68
消防施設･装備の充実、人材育成を
図ります

より一層の専門的な知識・技術の習得に努めること
により、消防職員の人材育成を図ります。

4.現状維持 4.現状維持
基本目標基準値と同等となる見込みである。
事業としての目的は概ね達成している。
今後もこの状況を維持していく必要がある。

田んぼダム調整管の設
置率

％ R1 94.9

69

65
雨水幹線整備など市街地の浸水対
策を推進します

貝喰川右岸排水区、今町排水区の雨水渠の整備しま
す。

雨水幹線整備、調整池
整備など

上下水道局 現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

67
水田の貯水機能を活用した田んぼダ
ムの取り組みを推進します

見附地区ほ場約1,200haを活用した田んぼダムを
永続的に機能させるため、地域ぐるみで調整管の適
正な維持管理に取り組みます。
(調整管設置数／田区排水口箇所数）

田んぼダム事業 農林創生課

令和４年度は、島切窪町の地区内で新規に改良を進めており、
来年度までには合計で２路線で排水路整備を完了する予定であ
り、目標を達成する見込みである。

新規に整備（改良）され
た排水路の箇所数（５

年間の累計）

累計箇
所

R1 0

4.現状維持 4.現状維持

66 4.現状維持 4.現状維持

R4年度施工予定区間において、埋蔵文化財調査を実施し試掘
が完了した。
これからR4年度予定区間の施工に着手するため、R4年度目標
延長の年度内完了は困難な状況である。

雨水渠整備延長（年） ｍ/年 R2 89

②

災害に強
い社会基
盤整備を
図ります
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現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

今年度は予定通り駅～ＥＧのコースを整備し、春と秋に花苗プレ
ゼントキャンペーンを実施したところ。春のキャンペーンは応募
総数43件だったが、秋のキャンペーンは172件と倍増した。春
のキャンペーンの際に健康ウォーキングの参加者にも呼びかけ、
40～50代の方の申し込みが増えたが、それが秋のキャンペー
ンの増加につながったと考えている。元々ウォーキングを楽しん
でいた方の新たなコンテンツとして需要が見込めるものと考え
ている。

4.現状維持 4.現状維持現状の事業の方向性を維持R2 187

歩行者と車が共存できるよう安全に
配慮した道路整備を推進します

駅と市内の主要な交流施設を徒歩で結ぶまちなか散
策路を整備し、歩くまちづくりの推進を図ります。併
せて、路面サイン等にQRコードを埋め込みコース
マップをwebサイト上で確認できることで、スマホで
簡単に参加できる環境を構築します。

歩車道共存整備（まちな
か散策路・ゾーン30・グ
リーンベルト事業）

企画調整課
まちなか散策路の整備
箇所数（５年間の累計）

累計
箇所

令和４年度は、市道本所千刈線ほか２路線で歩道新設を進めた
結果、合計で160mの歩道整備を完了する予定であり、目標を
達成する見込みである。

4.現状維持 4.現状維持R1 39.2
歩車道分離整備（歩道
整備事業）

建設課
バリアフリー化された

歩道延長
累計
ｋｍ

商店街などが実施する
まちなか賑わい事業の

実施数
回 R1 4

新型コロナ感染症の影響により中止となっていた事業につい
て、再開できていないものが多く、目標達成は難しい。今後の事
業のあり方について地域コミュニティと連携し検討する必要が
ある。

4.現状維持 4.現状維持

④

歩きたく
なる快適
な歩行空
間を整備
します

86
快適で安心して歩くことのできる歩
道や環境の整備を進めます

歩きやすく快適な歩行空間のため、段差解消等バリ
アフリー化を行った歩道の整備を進めます。

地域コミュニティ等と
の連携イベントの回数

回 R1 13

③

まちなか
の賑わい
づくりに
取り組み
ます

84
まちなかに人を呼び込み交流する機
会づくりに取り組みます

商工会や商店街、市民活動団体などが実施するまち
なか賑わい事業や仕組みづくりを支援します。

まちなか賑わい補助金
（イベント）、エリアマ
ネージャ、商店街の仕組
みづくり・働きかけ

地域経済課

住宅補助制度を住宅関係業者、組合関係を通じての周知依頼、
市ホームページ掲載及び公共施設でのチラシ設置などにより、
多角的な周知を図り、目標を達成する見込みである。

4.現状維持
地域コミュニティゾー
ン内に住み替えた人へ
の住宅取得補助件数

件
H27～

R1
平均

5

見附商店街にて、クイズストリート及びハロウィンイベントが開催
された。コロナ禍での開催形態を模索する中、実施できていな
いイベントもあり、今年度の目標達成は困難な見込みである。
次年度は目標達成に向けエリアマネージャー業務を見直し、商工
会や商店街をはじめ様々な団体と新たな体制を作りながら、引
き続きまちなかの賑わいづくりに取り組んでいく。

4.現状維持
4.現状維持
別紙参照

85
地域コミュニティ等との連携による
イベント開催など賑わいづくりに取
り組みます

まちなかマルシェなどの賑わいづくりイベントを地域
コミュニティ等と連携し開催します。

手しごと市、まちなかマ
ルシェ

地域経済課

②

持続可能
な集落地
域づくり
に取り組
みます

83
地域コミュニティゾーンにおいて、コ
ミュニティが持続できる環境を整え
ます

地域コミュニティゾーンへの住み替えに対する補助
等により、日常生活やコミュニティ活動が持続できる
環境づくりに努めます。

断熱改修等リフォーム
事業補助金、定住促進・
健幸住宅取得補助金、
住替え促進中古住宅取
得補助金

建設課

今年度のイベント実施状況は、6月ハナバス、9月お楽しみ会＠
駅前駐車場、11月駅前イルミ、12月高校生文化祭＠中公、3月
ハナバスを実施予定。他にも、9月より駅前テナントを活用した
中高生の居場所＠仮拠点を実施しており、来年度の駅前交流施
設＠駐輪場の完成を見込んで、活動を継続中。課題としては、駅
周辺の活性化を達成するためには、ＮＰＯ法人がイベントを実施
するだけでは持続性がなく、プレイヤー（つかう会議のような団
体）が増えてくるような環境を醸成することが必要。

4.現状維持 4.現状維持R1 3

①

コンパク
トシティ
の形成と
誘導に取
り組みま
す

4.現状維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

82
見附駅周辺整備事業を推進し、都市
機能の誘導に取り組みます

駅周辺の渋滞緩和、公共交通の結節点機能の向上、
交流機能の強化を目的として駅周辺の再整備に取り
組みます。多くの人が利用する駅の特性を生かし、市
民自らでイベントを開催することで賑わいを創出し、
都市機能の誘導へと繋げます。

見附駅周辺整備事業、
関連ソフト事業

企画調整課
駅周辺イベントのイベン

ト開催数
回/年

住宅補助制度を住宅関係業者、組合関係を通じての周知依頼、
市ホームページ掲載及び公共施設でのチラシ設置などにより、
多角的な周知を図り、目標を達成する見込みである。

4.現状維持 4.現状維持
H27～

R1
平均

32

まちなか賑わい拠点施
設の利用促進、断熱改
修等リフォーム事業補
助金、定住促進・健幸住
宅取得補助金、住替え
促進中古住宅取得補助
金

建設課
居住誘導区域内に住み
替えた人への住宅取得

補助件数
件81

立地適正化計画のもと、生活サービ
ス機能や居住の誘導を図り、機能的
で利便性の高いまちづくりを進めま
す

ネーブルみつけ等のまちなか交流拠点の回遊性の強
化等により、生活サービス機能の維持・拡充を図りま
す。また、新築及び中古住宅の取得に対する補助等
を通じて、居住誘導を図ります。

4.現状維持 4.現状維持
今年度、新たに5件の物件を追加掲載し、累計の目標を達成済
み。不動産協会に調査依頼中の物件もあり、今後も掲載数が増
える見込み。

空き家バンク掲載件数
（５年間の累計）

累計件
数

H27～
R1
平均

1180
管理不全な空き家等の発生を抑制
する取り組みを進めます

見附不動産協会と連携して空き家バンクの運営を行
うとともに、所有者への利活用の働きかけによる、掲
載件数の増加を図り、空き家の発生を抑制します。

空き家バンク、空き店舗
対策、見附市空家等対
策計画

企画調整課 現状の事業の方向性を維持

11月現在、1件の解体を確認し、特定空家は16件となった。今
後進展が望めそうな空き家が2件あり、解体に向けて交渉を進
めている。
その他、特定空家の所有者等に対し、市民の安心安全のため引
き続き指導等を粘り強く行い、改善につなげていく。
老朽化し危険な空き家をこれ以上増やさないため、代執行の実
施時期などの検討を今後進めていく。

4.現状維持 4.現状維持現状の事業の方向性を維持18市民生活課 認定空家件数 件 R1

4.現状維持 4.現状維持

②

危険空き
家等の対
策に取り
組みます

79
管理不全な空き家等の適正管理を
促します

特定空家対策を行い、特定空家（老朽危険空き家）の
減少に努めます。

特定空家対策（助言⇒
指導⇒勧告⇒命令⇒強
制執行の流れで、管理
者にアプローチ）

見附市消費者協会が解散したため、協力実施の啓発活動ができ
なくなったが、月1回（9月末時点で6回）、市のツイッターやHP
でタイムリーな消費者被害防止に向けた情報提供を行った。ま
た、消費者安全確保地域協議会を9月末時点で1回開催し、消費
者被害についての情報共有を行った。10月以降も実施可能な
啓発活動を行うことにより、目標値の8回は達成する見込みで
ある。

78
消費者被害防止のための啓発・相談
の充実に努めます

消費者被害防止のための講座・講演会の開催、市及
び見附市消費者協会による各種啓発活動を行いま
す。

消費生活相談、消費者
力UP講座、消費生活講
演会

市民生活課
消費生活講演会・講座・

啓発活動等開催数

市内の交通事故発生件数は9月末時点で13件で、前年同期間
で－11件と減少傾向にあり、目標達成の見込みである。

4.現状維持 4.現状維持R1 5377
交通安全のための環境整備に取り
組みます

交通安全に関する知識を広めるため、保育園・小学
校における交通安全教室や高齢者向けの交通安全
等啓発活動等を実施し、また、警察・交通安全協会・
交通指導員等の協力のもと啓発イベントや街頭指導
などの啓発活動も進め、交通事故発生件数の抑制に
努めます。

道路照明灯修繕計画 総務課
交通事故発生件数
（1/1～12/31）

件
以下

①

安全安心
な暮らし
づくりに
取り組み
ます

現状の事業の方向性を維持
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現状の事業の方向性を維持

①

ライフラ
インなど
の整備に
努めます

99
汚水処理施設整備による生活排水
対策を図ります

現状の事業の方向性を維持97.3上下水道局 下水道普及率 ％ R1
下水道区域で未整備地区の汚水管渠整備、浄化槽区
域の合併浄化槽設置を推進します。

下水道管整備、合併浄
化槽設置の推進、下水
道施設の統廃合の検討

「豊かな住まい」掲載物件のうち、今年度は10月末までに9件が
成約に至ったため、目標達成済み。

4.現状維持 4.現状維持R1 13

R4年度予定箇所の下関町、三林町等で管渠整備は予定どおり
進捗している。
R4年度末(R5.3.31)目標の98.1%の目標は達成される見込
み。

4.現状維持 4.現状維持

4.現状維持 4.現状維持

98 企画調整課
空き家バンクの活用件

数（５年間の累計）
累計
件数

10月末現在の「豊かな住まい」 は、14,700回で進捗率67％。
概ね順調に推移している。今年度新たに5件の物件を追加掲載
した。不動産協会に調査依頼中の物件もあり、今後も掲載数が
増えるため、閲覧数も増加し、目標を達成する見込み。

空き家バンクの閲覧件
数

件 R1 20,75097

中古住宅の流通を促進します

見附不動産協会と連携して空き家バンクの運営を行
うとともに、所有者への利活用の働きかけによる、掲
載件数の増加により、閲覧数・成約件数の増加を図
り、中古住宅の流通を促進します。

空き家バンクの運営、利
活用の掘起し、住替え促
進中古住宅取得補助金

企画調整課 現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

169建設課
増加住宅数（新築件数
＋中古住宅流通件数）

件/年 R1

健幸住宅数（健幸住宅
取得補助＋断熱補助件

数）（５年間の累計）

累計件
数

R1

4.現状維持 4.現状維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

建設課

②

世代に応
じた住み
替えを支
援します

96 「住み替え」を支援します

新築及び中古住宅の取得に対する補助等を通して、
世代やライフスタイルに応じて、変化する住宅ニーズ
や住環境に対応した「住み替え」の支援を図ります。
また、空き家バンクの活用を促し、「住み替え」がしや
すい環境づくりを推進します。

定住促進・健幸住宅取
得補助金、住替え促進
中古住宅取得補助金

今年度は補助金を復活し販促活動を行った結果、現在までに3
区画の分譲につながっている。しかし、残り2区画分の補助金枠
は決まっておらず、見込客もいない状況。これまでの実績を踏ま
えると、現地見学会に来場されて実際に見てもらうことが分譲
の契機になることが多かったため、現地見学会への来場者を増
やすための取組みを継続しているが、成果は芳しくない。分譲に
弾みを付けるためにも、3月に完成予定の新しいモデルハウスと
の連携や集合住宅の整備手法等について検討が必要と考えて
いる。

ウエルネスタウンの分
譲数

累計
区画

R2 2195 優良な宅地の整備を誘導します
市自ら開発する住宅地の分譲を通じて街並みを形成
し、健幸的に暮らせる住環境のモデルとして周知啓
発を図り、優良な宅地の整備を誘導します。

【市長より】民間による
宅地開発の誘導、ウエル
ネスタウン分譲事業、一
戸一灯運動の推進

企画調整課

①

健幸な住
まい環境
づくりを
支援しま
す

94
居住性能を高めた健幸住宅の普及
を推進します

年度後半に目標値を超える新築及び中古住宅流通件数を見込
めることから、目標値を達成できる見込みである。

CASBEE（キャスビー）戸建基準を参考に、市が独自
に策定した見附市定住促進・健幸住宅取得判定基準
に合致する新築住宅建設に対する補助や、ヒート
ショック対策につながる断熱改修等リフォーム工事に
対する補助を行います。

断熱改修等リフォーム
事業補助金、定住促進・
健幸住宅取得補助金

4.現状維持

令和４年度は国の危険度判定Ⅲとなっていた千刈跨線橋の修繕
が完了する予定である。荒江8号橋、椿田8号橋及び荒江2号橋
については、修繕設計に着手する予定であるが、年度内の工事
完了は見込めない状況である。次年度以降順次修繕を行い目標
値に達する予定である。

4.現状維持
１０ヶ年の計画橋りょう
数に対する修繕橋りょ

う数の割合
％ R2 4.3

年度後半に目標値を超える新築件数を見込めることから、目標
値を達成できる見込みである。

4.現状維持 4.現状維持549

4.現状維持 4.現状維持

4.現状維持

93
橋りょう等の長寿命化を図るため、
適切な維持管理に努めます

橋りょう長寿命化修繕計画に基づく修繕を実施し、
適切な維持管理に努めます。

橋りょう長寿命化修繕
計画に基づく修繕

建設課

令和４年度は大河津線ほか６路線で６，８６７ｍ２修繕工事を行
う予定で目標以上を達成する見込みである。

4.現状維持
１０ヶ年の計画面積に

対する修繕面積の割合
％ R1 0

低床バスの導入、見附
駅周辺整備事業

企画調整課 バス待ち時間の向上 分

①

地域公共
交通の利
便性向上
を図りま
す

89

4.現状維持

92
道路等の適宜かつ効率的な維持管
理に努めます

舗装修繕計画に基づく修繕を実施し、道路等の適宜
かつ効率的な維持管理に努めます。

舗装等道路施設修繕計
画に基づく修繕

建設課

令和４年度は、市道庄川細越線で生活道路整備のための設計測
量及び物件補償等を順調に進めており、目標を達成する見込み
である。

4.現状維持
新規に整備（改良）され

た生活道路の延長
ｋｍ ー ー

企画調整課
公共交通空白地域の解

消率
％ R2

②

安全な道
路網の整
備と維持
管理を推
進します

91
身近な生活道路となる市道を整備し
ます

効率的で快適かつ安全な道路網の推進を図るため、
生活道路の改良を進めます。

道路改良事業（生活道
路）、自転車ﾈｯﾄﾜｰｸ路線
整備

建設課

夜8時以降は利用者が減少する傾向を踏まえ、深夜便を廃止し、
その分を日中の時間帯に運行することで、運行間隔の短縮を果
たした。本来は運行本数を増便することで運行間隔の短縮を図
るべきかも知れないが、運転手不足の課題から早急な対応は困
難な状況。運転手の確保は増便の面だけでなく、運行業務の持
続可能性にもつながる効果が期待されることから、運転手を確
保するための取組みを今後も継続していく。

4.現状維持 4.現状維持現状の事業の方向性を維持R2 27.9

地域公共交通機関の整備や連携強
化を図ります

公共交通を利用して気軽に移動ができるように、各
種交通手段の連携強化や運行ルートの改善等を図
り、公共交通空白地域の解消を進めます。

コミバス運行ルートの改
善、公共交通網形成計
画の見直し

90
地域公共交通を利用しやすい環境
づくりを進めます

コミュニティバスの運行本数の増加により、待ち時間
の短縮を図り、利用者の利便性の向上を図ります。

令和４年度は、市道細越嶺崎線で歩車共存できるよう拡幅整備
を進めた結果、合計で60mの整備を完了する予定であり、目標
を達成する見込みである。

4.現状維持 4.現状維持現状の事業の方向性を維持0.1

現状の事業の方向性を維持

利用動態分析からＢ２便の運行ルートを葛巻地区へと変更し、カ
バー率を92.6％→97.5％に向上させた。他の人口密度が高い
割に空白地域が存在する地区としては元町2丁目があり、そこの
解消が課題。但し、道幅が狭く越後交通側も運行は無理との回
答を得ており、元町1丁目のデマンドタクシー区域を拡大するこ
とぐらいしか対応策を思いつけない。

4.現状維持 4.現状維持現状の事業の方向性を維持92.6

建設課

新規に歩行者と車が共
存できる歩道拡幅され
た道路延長（５年間の

累計）

累計
ｋｍ

Ｒ１

歩行者と車が共存できるよう安全に
配慮した道路整備を推進します

88
歩行者と車が共存できるため、安全に配慮した歩車
道共存道路の整備を進めます。

歩車道共存整備（まちな
か散策路・ゾーン30・グ
リーンベルト事業）

④

歩きたく
なる快適
な歩行空
間を整備
します

現状の事業の方向性を維持
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①

確かな学
力の向上
を図りま
す

112
主体的・対話的で深い学びを実現
し、「どの子もわかる授業づくり」を
大切にした教育を推進します

中学１年生英検５級補助や、夏季休業中にわかるで
きる実感塾を開催することにより、英語に対する興
味関心を高めたり、きめ細やかな指導を充実させた
りします。また部活動外部顧問制度を充実させ、教職
員の子どもと向き合う時間を創出します。

師がく、指導力向上ドッ
ク、英検５級補助、わか
るできる実感塾、部活
動外部顧問

令和4年度前期の児童生徒アンケートから、市内の児童生徒の９
8％が、教師に対する肯定的な評価をしている。引き続き教師の
指導力を向上させ、学力の向上へとつなげていく。

4.現状維持 4.現状維持98学校教育課

児生共通アンケート「先
生は学力が付くように
熱心に教えてくれます

か」肯定的評価

％ R1

4.現状維持

9月末時点の申請延べ件数441件。妊娠届出件数の減少、また、
コロナ第5波・6波の影響で受診を控える妊産婦が多かったため
か、達成見込は大幅にダウン。妊娠届出時に当事業の説明をわ
かりやすく伝え、費用の面で心配することなく受診してもらうよ
う案内していく。

4.現状維持
妊産婦医療費助成延べ

件数
件 R1 1,513

4.現状維持

111
医療費助成等により、子育て世代の
経済的負担軽減を図ります

妊娠届出日から出産した月の翌月までの保険診療分
医療費の一部を助成し、経済的負担の軽減を図り、
安心して出産を迎えられるようにします。

子ども医療費や妊産婦
医療費の助成、子育て
応援カード等

こども課

乳幼児健康診査の受診率は9月末現在95.9%だが、今後、未受
診者へ受診勧奨を継続し目標は達成の見込みである。

4.現状維持
乳幼児健康診査の受診

率
（3歳児健診）

％ R1 98

3

4.現状維持

110
安全安心な妊娠・出産環境の整備を
図ると共に、健診等により母子保健
の充実を図ります

妊婦健診を14回公費負担し、受診しやすい体制整備
を継続していきます。乳幼児健診では疾患の早期発
見を行います。また、ネウボラみつけで妊娠中や育児
不安などの相談に対応します。

妊婦・乳幼児健診、産前
産後サポートや産後ケ
ア事業等

こども課

R4.9現在３歳児健診受診者94人中90人が「そう思う」「どちら
かといえばそう思う」と回答（95.7％）。
赤ちゃんの駅については、増減なし。今後もおむつ替えや授乳に
要する設備整備の経費を補助する「赤ちゃんの駅施設整備費補
助金交付事業」を見附市ホームページや子育て支援サイト等を通
じて周知していく。

4.現状維持
この地域で子育てをし
たいと思う親の割合

（3歳児健診）
％ R1 98 現状の事業の方向性を維持

108
子育てに関する相談体制・支援体制
の充実を図ります

乳幼児健康診査、各保育園・こども園、小・中学校で
周知チラシを配布し、相談窓口を活用してもらいやす
い体制を整備します。

ネウボラでの発達支援
相談、すくすく園児応援
事業、就学支援相談

こども課

新型コロナウイルス感染拡大以降、施設の休館などによる影響
を受けている。令和3年度の利用組数は回復傾向にあったが
（R3.9利用組数平均30組）、R4年度は28組と減少した。利用
者は感染症の状況により左右されると思われるため、できる限
りの感染症対策を講じ開館するよう努める。

4.現状維持
あそびの広場利用組数

（１日当り）
組 R1 48

4.現状維持

乳幼児健康診査の案内や当日に「ネウボラみつけ」のチラシを配
布、相談につなげている。また、各保育園・こども園に協力をい
ただき、「すくすく園児応援事業・わたぼうし」のチラシを全家庭
に配布し、相談窓口の周知を行っている。

4.現状維持相談窓口の周知回数 回 R1

②

安心して
妊娠・出
産できる
環境を整
え、子育
て支援体
制を整備
します

107
子育て支援センターなど、頼りにな
る支援拠点づくりとネットワーク化
を図ります

子育て家庭の不安感や孤立感を解消することを目的
として、日常的に気軽に交流できる遊びの広場を開
設します。

子育て支援センター こども課

「労働トラブル休日相談会」や「出張労働相談会」についての案内
をeネットにて配信し、労働者・事業者双方に向け、働きやすい環
境づくりを支援した。国や県からの情報等を活用し、さらなる周
知をしていく必要がある。

4.現状維持 4.現状維持R1 2

①

仕事と子
育てが両
立できる
環境を整
備します

4.現状維持

109
地域全体で子育てを応援する環境
の整備を図ります

地域全体で子育てにやさしいまちづくりをめざし、
ファミリーサポートセンターや赤ちゃんの駅の維持向
上を図ります。

ファミリーサポートセン
ター、赤ちゃんの駅

こども課

106
企業に対し、両立できる職場環境づ
くりを働きかけます

職場環境づくりに関するセミナーの案内を産業応援
eネットで配信し、働きやすい環境づくりを支援しま
す。

産業応援ｅネットによる
情報発信

地域経済課
職場環境づくりに関す
るセミナーなどの情報

提供回数
回

葛巻小学校区に児童クラブを新設し、入会保留児童解消に努め
た。結果、Ｒ4．4現在の申し込みは503人、利用者は489人で
97.2％であり、大幅に保留児童を減少することができた。
引き続き、放課後児童クラブの増設や、利用者が多い施設や、見
守りが必要な子どもへの対応等の整備が必要。

3.拡大
（費用）

3.拡大
（費用）

R2 90105
安全安心に子どもが過ごせる場所
の整備など、児童を取り巻く環境の
充実を図ります

放課後等に保護者が不在の家庭の小学生が安全・安
心に活動できる場所を確保します。

放課後児童クラブや子
どもの居場所の整備

こども課
放課後児童クラブ入会
希望者数に対する登録

児童数の割合
％

R4.４現在で、未満児申込数175人、受入れは164人で、
93.7％であった。申し込みに対しする未満児の保育提供量は確
保できている。現在の保育園や認定こども園は、医療的ケア児を
始めとする配慮を要する子どもへの対応など、よりＬ高度な対応
が求められている。

4.現状維持 4.現状維持R2 89
未満児保育や早朝延長
保育、病後児保育等

こども課
未満児保育申込数に対
する受入れ人数の割合

％104
多様なニーズに対応した保育サービ
スを提供します

就労により保育が必要な家庭の児童を受入れる体制
を整えます。

現状の事業の方向性を維持78.5建設課 見附市道除雪率 ％ R1

4.現状維持 4.現状維持
令和４年度は節水型消雪装置を３基設置する見込みで目標に達
しない見込みである。地元の理解が必要なため今後も一層の周
知を図ります。

節水型消雪装置設置率 ％ R1 23建設課

②

暮らしを
守る雪対
策を推進
します

102
冬期の道路交通と歩行空間を確保
します

除雪委託業者及び除雪機械を拡充し、冬期の道路交
通と歩行空間の環境を整備します。

除雪計画・雪みち計画に
基づく除雪の実施

令和４年１１月に双葉町市営住宅の外壁改修工事を発注したこと
から目標に達する見込みである。

長寿命化計画による公
営住宅の修繕実施個所

数
箇所 R1 1101

公営住宅の適正な維持管理に努め
ます

公営住宅における長寿命化のため、確実な点検の実
施と長寿命計画における計画的な維持管理修繕を適
正に実施します。

公営住宅等長寿命化計
画の大規模修繕

建設課

①

ライフラ
インなど
の整備に
努めます

除雪計画と雪みち計画に基づき除雪を行う予定で目標は達成す
る見込みである。

老朽管を1.5km発注し、年度内完了を予定している。
R4年度目標値は達成の見込み。

4.現状維持 4.現状維持1.5上下水道局 老朽管更新延長（年） ｋｍ/年100 水道の安定供給を図ります 耐用年数を経過した老朽管の更新します。 配水管更新 R1

4.現状維持 4.現状維持

4.現状維持 4.現状維持

103 地下水の利用適正化を図ります
節水型消雪施設設置補助金制度の周知を図り、設置
率の向上に努めます。

節水型消雪施設設置補
助事業

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持
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現状の事業の方向性を維持

市の共通アンケートから、中学生は83％が参加していると答え
ているが、新型コロナウイルスの影響もあり、令和3年、4年とわ
ずかに低下傾向にある。引き続き地域に係る教育活動を展開す
る。

4.現状維持 4.現状維持現状の事業の方向性を維持R1 89126
保護者、地域、行政が連携した総が
かりの教育を推進します

夏季休業期間に、保護者、地域、行政がそれぞれ特色
を生かした講座を提供することで、市民総がかりで
創る「わくわく体験塾」の充実を図ります。

わくわく体験塾の実施 学校教育課

中学生共通アンケート
「地域やコミュニティ行
事に参加しますか」参

加の回答

％

令和2年度と3年度は、新型コロナウイルス等の影響下で、市の
防災訓練に中学生の参加が見送られた。昨年市として各中学校
に依頼した防災タイムラインの動きを引き続き他課との協力の
下、学校現場に取組を進めていく。

4.現状維持 4.現状維持R1 89 現状の事業の方向性を維持125
学校・家庭・地域が連携した防災体
制の充実を図ります

防災スクールを市内各校で実施することにより、災
害への意識の啓発を図ります。

防災スクール実施、市防
災訓練への中学生参加
拡大

学校教育課
市防災訓練中学生参加

率
％

管理職の研修として校長会をとおして参加を呼び掛け、夏季休
業中の会に、全ての校長が参加した。

4.現状維持 4.現状維持R2 100124
学校評価の充実と教育情報の積極
的な発信に努めます

市内共通アンケートの実施や、校長OB・大学教授か
らの学校評価アドバイスの会を実施することにより、
学校評価を充実し教育に関する情報を積極的に発信
します。

市内共通アンケート、学
校評価アドバイスの会
実施

学校教育課
新任校長アドバイスの

会参加率
％

現在年度途中であり、確認中であるが、各校がここまで年間計画
に基づき、実施している。

4.現状維持 4.現状維持R1 100
CS研修会の実施、CS
ナビの発行

学校教育課
学校運営協議会３回以

上実施校
％ 現状の事業の方向性を維持

フッ化物洗口や歯磨き指導、喫煙防止教室等のSWS
事業を推進することにより、児童生徒の健康の保持
増進を図ります。

SWS事業推進 学校教育課

①
地域連携
の充実を
図ります

123
みつけコミュニティ・スクールや地域
学校協働本部事業を推進します

各学校でのコミュニティスクール活動の充実に向け
た研修会の実施や、情報交換のためのCSナビを発
行することで、コミュニティスクール及び地域学校協
働活動を推進します。

4.現状維持 4.現状維持
農村振興センターみつけとの連携を進め、大量調理に適した形
状と大きさの野菜を継続的に納入できる農家を確保し、より地
場産の使用率を高めたい。

学校給食における地場
産野菜の使用率（重量

ベース）
％ R1 35.5

学校教育課

小中学校12校中、体力
テスト結果（男女24項
目）が県平均より上
回った項目数の割合

％ R1

4.現状維持 4.現状維持

122
食育を推進し、食に関わる資質・能
力の育成を図ります

８小学校区の「小学校米」と地元産野菜を使用した給
食による郷土愛の育成と食育を進めます。

地消地産の推進、栄養
教諭による食育授業、
個別指導

教育総務課

令和4年度の数値は、小学校で0.7％多かった。逆に中学校は
2.9％少ない結果となった。

小中学校のう歯（虫歯）
罹患率の

県平均との差異
％以内 R1 3121 子どもの健康の保持増進を図ります

4.現状維持 4.現状維持

③

健やかな
体の育成
と体力向
上を図り
ます

120
全校体制による体力向上の取り組
みを推進します

各校の特色を生かした1学校1取組やスペシャリスト
派遣事業を実施することで、全校体制での児童生徒
一人一人の体力向上を図ります。

１学校１取組、スペシャリ
スト派遣事業の実施

令和4年度前期市内児童生徒アンケートでは、肯定的な評価は
81パーセントであり、前年度同時期よりと同水準だが、5年間の
推移としては下がっている傾向である。各校の教育活動をさせ
る。

児生共通アンケート「将
来の夢や目標をもって
いますか」肯定的評価

％ R1 82

令和4年度の体力テストの結果は現在集計中 4.現状維持 4.現状維持45.8

119 キャリア教育を推進します
各校の特色を生かした学習活動を展開するためにわ
くわく見附アクションプランを活用することで、キャ
リア教育を推進します。

わくわく見附アクション
プランの活用

学校教育課

これまで各学期ごとにシェイクハンド訪問を行っている。全ての
学校に青少年育成センター指導主事が訪問している。

シェイクハンド訪問全小
中学校訪問率

％ R2 100

116
生徒指導上の諸問題の未然防止及
び即時対応を充実します

いじめ見逃しゼロスクールの開催や、生徒指導に関
する情報交換となるシェイクハンド訪問を実施するこ
とで、生徒指導上の諸問題に対する未然防止と即時
対応に取り組みます。

いじめ見逃しゼロスクー
ルの推進、シェイクハン
ド訪問

学校教育課

4.現状維持 4.現状維持

118
青少年健全育成の推進と支援を図
ります

青少年育成センターの相談活動や街頭指導活動を実
施することで、青少年の健全育成を図ります。

青少年育成センターの
運営

学校教育課

現在4時から夢塾を中心に実施中である。
市教委主催研修会教職

員参加率
％ R1 87

4.現状維持 4.現状維持

4.現状維持 4.現状維持95学校教育課

児生共通アンケート「人
の役に立つ人間になり
たいと思いますか」肯

定的評価

％ R1

4.現状維持 4.現状維持

令和4年度前期市内保護者アンケートで、小学生保護者の９
1％、　中学生保護者の９0％が、学校の対応を肯定的に捉えて
いる。市の施策とともに、学校現場の教職員の地道な対応が継
続的に行われている。

保護者共通アンケート
「学校は児童生徒の人
間関係に対して適切に
対応していると思いま

すか」肯定的評価

％ R1 90

②

豊かな人
間性と社
会性の育
成を図り
ます

115
豊かな体験活動等による心の教育
を推進します

一人一人が考え議論する道徳科の授業改善を図るこ
とにより、児童生徒の豊かな心を育成します。

考え議論する道徳授業
の推進

目標を達成する見込みである（9月末時点1,344冊）。今後のコ
ロナの状況によっては、学校訪問による読書啓発活動が制限さ
れ、目標を割る可能性がある。

図書館・小学校連携シ
ステム予約冊数

冊 R1 2,389

①

確かな学
力の向上
を図りま
す

令和4年度前期の市の児童生徒アンケートから、小学生の
94％、中学生の94％が役に立ちたいと思っている。

117
同和教育を中核にした人権教育を
推進します

市教主催の研修会への参加や、各校年間２回実施す
る人権教育、同和教育に係る研修会を通して、教職
員の人権感覚を高め同和教育を中核とした人権教育
を推進します。

市教主催研修会、各校２
回の研修会実施

学校教育課

4.現状維持 4.現状維持

114
読書活動や環境教育、ＩＣＴ教育を進
め、時代に応じた多様な学びの場を
充実します

図書館と小学校（見附小学校を除く7校）の蔵書デー
タをシステム連携し、学校から図書館の蔵書を一括
検索・予約することで読書の推進を図ります。

図書館連携、GIGAｽｸｰ
ﾙ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ教育

教育総務課

令和4年度前期の教職員アンケートから、師がく受講者の９８％
が肯定的な評価をしており、意義があると捉えている。教師の指
導力向上のため、引き続き実施していく。

師がく受講者肯定的評
価

％ R1 98113
教職員の資質及び指導力の向上を
図ります

年間２回のマンツーマン研修「師がく」や「新教師の１
０ヵ条」を活用した授業改善を進め、児童生徒の学力
向上を図ります。

師がく、指導力向上ドッ
ク、四時から夢塾等の実
施

学校教育課

4.現状維持 4.現状維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持
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別紙参照

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

週1日以上スポーツや
運動を行っている成人

の割合
％ H30 43.1

③

市民一人
１スポー
ツの実現
に向けた
取り組み
を推進し
ます

139
スポーツ関係団体や健幸スポーツの
駅等と連携して魅力的な運動機会
の提供に努めます

市内の運動・スポーツ情報の提供、プログラムの実施
によりスポーツに関わる市民を増やします。

健幸スポーツの駅
まちづくり

課

春先に市展開催を案内した結果、高校生の出品者数は増加し
た。一方、新型コロナの影響で中学校での銅版画講座が中止と
なったため、中学生の出品者数が減少した。
この結果、出品者数の目標値には届かなかったものの、前年度
より増加していることから、さらに学校現場の理解を得ることに
加え中高生・前年度つどい参加者への早期案内などにより出品
者数の確保を図っていく。

4.現状維持市展出品者数 人 R2 299

年間を通じて広報やHP、健幸スポーツの駅を活用しながら市民
に対して運動・スポーツ教室プログラムやイベント等のの周知を
継続していく。

4.現状維持 4.現状維持

まちづくり
課

10月末までの利用者数は、前年比1.5倍に増加した。行動制限
がなくなる等、状況が変化したことに加え、指定管理者が徹底し
た感染防止対策を継続したことで、来館者の安心感を得ること
ができたためと思われる。
今後も、感染状況を考慮し適宜必要な対策を講じて、来館者の
回復に努めていく。

4.現状維持文化ホール来館者数 人 R1 51,363

4.現状維持

②

芸術・文
化の充実
に努めま
す

137
優れた舞台芸術の鑑賞機会の提供
に努めます

自主事業公演の多様化と更なる質の向上をはかると
ともに、市民の自発的な舞台芸術活動を支援します。

文化ホール事業全般
まちづくり

課

男女共同参画事業推進懇談会を開催し、第４次男女共同参画計
画（最終年度）の進捗状況を確認した。
また、男女共同参画社会づくりの一環として、10月～２月に４講
座を開設する。

4.現状維持 4.現状維持現状の事業の方向性を維持R2 60.0

①
生涯学習
を支援し
ます

4.現状維持

138
芸術作品の制作・発表の機会の提供
に努めます

市展のつどい等の講座を通じてすそ野を広げ、市展
への作品発表、サークル化、ギャラリーでの展示をす
る人の増加を目指します。

市民ギャラリー事業全
般・市展

136 男女共同参画を推進します
男女共同参画事業推進懇談会による進捗状況管理、
男女共同参画についての広報・啓発および学習機会
を提供します。

男女共同参画事業推進
懇談会の実施

まちづくり
課

市民アンケート「男女が
共に活躍するまちづく

り」満足度
-

学習人材バンク登録者による学校派遣では、登録者をゲスト講
師として派遣し、先生以外の方から学ぶことを体験してもらう機
会を提供した。また、自主講座開設の支援を行い、登録者が学習
の成果を活かす場を提供した。
引き続き、学習人材バンク登録者への支援等を行っていく。

4.現状維持 4.現状維持現状の事業の方向性を維持R2 64.9
学習人材バンク事業・公
民館事業

まちづくり
課

市民アンケート「生涯学
習環境の充実」

人135
現代的な課題の解決に向けた学び
や活動の場を提供します

学習人材バンク事業および市民の多様なニーズの把
握、事業参画等により公民館事業の充実を図ります。

4.現状維持 4.現状維持
基本設計（基本構想）の着手は下半期にずれ込むが、年度内に完
了の予定。

学校施設長寿命化計画
に基づく施設の改修

ー ー ー

4.現状維持 4.現状維持

学校施設長寿命化計画に基づき、長寿命化改良や大
規模改修を行い、施設の老朽化対策を進めます。

長寿命化計画（R2策
定）に基づく老朽化対策

教育総務課

今年度も継続して学校による通学路の安全点検、見附市交通課
題検討プロジェクトでの検討を経て、通学路安全推進連絡協議
会での検討を行う。

通学路安全推進連絡協
議会の開催回数

回 R1 1133
子どもの安全安心の確保に努めま
す

冬期のバス等による通学支援事業や道路関係者・学
校等による通学路の安全対策を講ずる通学路安全
推進連絡協議会を実施します。

通学支援事業、通学路
安全推進連絡協議会

教育総務課

4.現状維持 4.現状維持継続教育総務課
アースプロジェクト事業

の実施
- R2

学校教育課
講演会参加者肯定的評

価
％ R1

4.現状維持 4.現状維持

②

安全安心
で快適な
教育環境
の整備を
進めます

132
自然を活かした環境を守るととも
に、ＩＣＴ教育に対応した快適な学び
の空間づくりを推進します

小・中・特別支援学校で地球の環境を守るためのグ
リーンカーテンや校庭芝生の維持管理、EM菌による
プール清掃等に取り組みます。

アースプロジェクト事
業、GIGAスクール

令和４年度の就学相談活動が途中であるが暫定値として、相談
をした児童生徒の割合は2.23％である。引き続き就学支援相
談及び、わたぼうし相談活動等の周知をしていく。

就学支援に関する相談
を行った児童生徒の割

合
％ R1 2.74131

一人ひとりの教育的ニーズに応じた
特別支援教育を推進します

主に就学前の保護者を対象とした学校視察の実施
や、就学について悩みをもっている保護者を対象と
したわたぼうし相談員の相談活動などを実施するこ
とで、きめ細やかな特別支援教育を推進します。

保護者等学校視察、わ
たぼうし相談の実施

学校教育課

①

多様な
ニーズに
対応した
教育支援
の充実を
図ります

130
教育支援、相談支援体制の充実を図
ります

教職員など学校現場への負担軽減が求められているが、同時に
脱炭素社会の実現も求められていることや、環境教育の観点か
ら、可能な範囲で実施する。

134
適切な学校施設の維持管理と老朽
化対策を推進します

ー

嘱託指導主事による特別支援学級設置校への学校
訪問や、特別支援教育に関する講演会を実施するこ
とで、各学校の教育支援及び相談体制の充実を図り
ます。

学校訪問、研修会の実
施

4.現状維持
新型コロナウイルスの影響がある中で、総合的な学習の時間を
核に地域の事を学ぶ学習をすべての学校で実施している。

4.現状維持

年間指導計画に「ふる
さと」学習を位置付け、
実施及び学習内容の見
直しを行っている小中

学校

％ R1 100

講演会は、オンラインの形で8月に実施できた。引き続き就学支
援相談活動や、嘱託指導主事による学校や園訪問を丁寧に行
い、各校の現状を把握して、支援につなげていく。

4.現状維持 4.現状維持100

今年度は1回の企画展示を実施。
貝喰川大規模改修、市野坪排水渠工事等に伴う試掘確認調査が
災害対策において優先すべき事項であることから、事業の縮小
が必要な状況が続いている。引き続き、文化財保護と活用、市民
理解の促進のため、実施可能な範囲で特別展の開催を実施して
いくが、令和5年度も1回程度の見込みとなる。
災害対策を優先する必要があるため、企画展については事業費
縮小し、可能な回数の実施にて事業を継続する。

5.縮小
伝承館での企画展示事

業開催回数
回 R2 3

4.現状維持

129
ふるさとの歴史・文化についての学
習機会の充実を図ります

「みつけ塾」の活用や地域素材を生かした総合的な学
習の時間を展開することにより、ふるさとの歴史や
文化についての学習の充実を図ります。

校外学習や「みつけ塾」
の活用

学校教育課

国史跡指定地の境界標柱設置を完了し進捗はあるものの、災害
対策である貝喰川大規模改修、市野坪排水渠工事等に伴う試掘
確認調査を優先する必要がある。

4.現状維持
耳取遺跡整備基本計画
に基づく整備の進捗率

％ ー

②

文化財の
保護と活
用に努め
ます

127
文化財保護とその活用による市民
の郷土理解の促進を図ります

見附市の文化財や人物、産業などの歴史郷土に関す
る企画展示を行います。

文化財保護審議会の運
営、伝承館の企画展事
業

教育総務課
5.縮小

別紙参照

128
見附の宝・誇りとして国史跡耳取遺
跡の整備活用を進めます

国史跡耳取遺跡整備基本計画に基づき、耳取遺跡の
整備と活用を進めます。

整備基本計画の策定
（R2策定）と整備の推
進

教育総務課

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持
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現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

別紙参照

10月末現在の定住サイト（ハピネスみつけ、豊かな住まい
合算）アクセス数は23,205件。進捗率63％。今年度はサ
イト誘導広告の実施のほかオーダーメイド型移住体験ツ
アーの実施をWEBアナウンスしており、アクセス数が増加
し目標を達成する見込み。

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持

ICT・広報戦略部会での議論を進め、時代に即した広報活動へ
の見直しが必要と判断。既存ホームページを市民が利用しやす
いページへの改修を進めるほか、時代に即した新たなプッシュ型
配信媒体を追加を進め、市民のニーズに合ったきめ細かな情報
発信が必要。
市ホームページの更新合わせた機能強化及び、新規プッシュ型
媒体の導入に向け、事業費および人員の拡大が必要。

1.拡大
（人員+費

用）

4.現状維持

②

関係・交
流人口拡
大の取り
組みを推
進します

10月末現在の『見附さぽーた』は2174人、ふるさと納税
寄附者は546人、合計2720人。進捗率83％。今後、ふる
さと納税寄附の集中期を迎えるため、webサイト上でア
ピールを行って見附への興味の集中を図るため目標を達
成する見込み。

4.現状維持
関係人口数（見附さ

ぽーた＋ふるさと納税
件数）

人 R1 2,434152
関係人口の拡大とさまざまな関係
づくりの場の創出に取り組みます

見附さぽーたなどの見附の応援団・ファンを増やす
とともに、関係を深め、ふるさと納税などの関係人口
の拡大につなげます。

見附さぽーた、ふるさと
納税

企画調整課

10月末現在、しあわせみつけPARTYを1回実施し27名
参加。11月以降に2回の開催予定があり、毎回定員である
20名を超える申込み及び実施があるため、更に増加する
見込。マリッジサポーターによるお見合い延参加者数は2
件。12月11日に集団お見合い会を予定しており参加者が
増加する見込み。

4.現状維持 4.現状維持R1 88151
市民や地域ぐるみで結婚しやすい環
境づくりに取り組みます

しあわせ見附パーティなどの出会いの場の創出やマ
リッジサポーターなどの相談体制の構築、さらに県
のマッチングサイトの情報提供などにより、結婚を希
望ずる方を支援します。

見附市マリッジサポー
ター、しあわせ見附パー
ティ

企画調整課
幸せみつけパーティ延
参加者数+マリサポお

見合い延参加者数
人 現状の事業の方向性を維持

R1
（H27-

R1）
106,387150

市の魅力の情報発信や相談体制の
充実により、転入促進を図ります

見附市の定住サイト「ハピネスみつけ」の内容を充実
することで、見附市の魅力を発信するとともに、県の
首都圏の移住相談窓口などと連携して、移住希望者
に対する相談体制を整えます。

ハピネスみつけ運営、県
などと連携した相談体
制（交通費補助等）

企画調整課 定住サイトアクセス数 件

R3.10～R4.9までの転入者数は829人と、昨年度と比
べ96人減となった。今後はより一層、定住サイトや市公式
SNS等を通じ、見附の移住支援策の周知及びまちの住み
よさのPRを図っていく必要がある。

4.現状維持 4.現状維持R2 954
住宅取得補助等の支援
策

企画調整課

4.現状維持

転入者数(10月～翌年
9月まで）

人

①

定住する
人を増や
す取り組
みを進め
ます

149
市の魅力を高め、定住につながる仕
掛けづくりに取り組みます

人口ビジョンの達成に向けて、総合施策として特に
20・30代の社会動態改善につながるまちづくりに
取り組むとともに、住宅取得補助など各種支援策を
通して転入増加を図ります。

4.現状維持 4.現状維持

「ふれあい懇談会」を月1回を目途に開催しており、4～11
月で7回開催、合計125名の参加があった。テーマ別と地
域別で並行して開催しているが、今後も月一回を目途に開
催していくにあたり開催テーマの掘り起こしが必要。

まちづくり懇談会等実
施回数

回 R1 2148
アンケートや市長への手紙など、さ
まざまな世代の市民の声の把握に
努めます

地域コミュニティ等と連携したまちづくり懇談会の実
施や、2年に1回の市民アンケートなどを通して、市民
の声の把握に努めます。

市民アンケート・まちづ
くり懇談会・市長への手
紙

企画調整課

4.現状維持

74.2企画調整課
市民アンケート「広報・

広聴活動」満足度
％ R2

3.拡大
（費用）

別紙参照

4.現状維持 4.現状維持

③

市民と行
政との情
報の共有
化を図り
ます

147
行政情報や各種情報を、さまざまな
媒体を活用し、わかりやすく市民に
発信します

月1回発行の広報みつけや市ホームページ、ＳＮＳな
ど、様々な媒体を活用して市の情報をわかりやすく
市民に届けます。

広報見附、市HP・SNS
等での情報発信

現在、講師との打合せを進め、2月～3月にかけて講座を開催予
定。既に活動している団体や新規に活動を始めたい方向けに、
講師の助言も参考にしながら講座内容を検討する。

市民活動応援塾参加者
数

人 R1 19146
まちづくりに積極的に関わる人材の
育成を図ります

現在活動している市民活動団体や新たに市民活動に
関わりたい方を対象に市民活動の活性化を図る講座
を開催します。

市民活動応援塾
まちづくり

課

②

まちづく
りへの市
民参画を
推進し、
協働の仕
組みをつ
くります

144
主要施策や事業の実施について市
民参画を図ります

企画調整課
市民アンケート「市民と
行政によるまちづくり

の推進」満足度
％ R2

追加募集分も合わせて、ステップアップ事業（ソフト・ハード）で計
5団体からの申請があり、交付決定を行った。

4.現状維持 4.現状維持現状の事業の方向性を維持7
まちづくり

課
市民活動支援補助金申

請団体数
団体 R1

各種審議会や会議等へ市民委員を登用するととも
に、主要な施策・計画策定に当たってはパブリックコ
メントを実施し、施策への市民意参画を図ります。

パブリックコメント・審
議会等への市民委員の
登用

145
まちづくりに関わるＮＰＯやボラン
ティア団体を支援します

市民の自発的な活動を支援するため補助金を交付
し、団体の支援を図ります。

市民活動支援補助金事
業

各課より事業提案をしてもらい、目標は達成する見込み。
次年度以降も、各課へ提案を促す。

4.現状維持 4.現状維持33
まちづくり

課
地域コミュニティと行
政との連携事業数

件 R2

現在、文字サイズや文言などを統一した新たなパブリックコメン
ト回答様式を検討中である。

4.現状維持 4.現状維持66.3

①
地域自治
を推進し
ます

143
地域と行政の協働を推進し、地域コ
ミュニティによる地域自治活動を支
援します

地域コミュニティと行政が知恵や力を出し合い協働
して取り組みを図ります。

コミュニティ組織の支援

運動公園テニスコートの改修工事（6/27～8/12）により利用
ができない期間があったが、昨年の同時期に比べ利用者数は増
加している。目標値には届かないかもしれないが、新型コロナウ
イルスによる利用者減から回復しつつある。

4.現状維持 4.現状維持
スポーツ施設の利用者

数
- R1 174,068

昨年と同数（111）のスポーツ教室や団体等の活動を集約・周知
することで教室参加や団体・サークルへの加入を促し、活動の支
援につなげた。

4.現状維持 4.現状維持

142
安全に運動できる施設の充実、維持
管理に努めます

利用者の安全を確保するため、施設の適正な維持管
理（改修・修繕）を行い、利用者増加を図ります。

施設維持管理
まちづくり

課

運動スポーツプログラ
ムへのプログラム掲載

数
件 R1 98

小学生の加入率14.39%、中学生の加入率2.37%、トータル
10.34%となっており目標値には届いていない。今後も引き続
き子どもたちがスポーツとの関りが持てるよう、スポーツに触れ
るきっかけづくりやスポーツを行う場づくりを継続して支援して
いく。

4.現状維持 4.現状維持

141
スポーツ関係団体を支援し、誰もが
スポーツを行いやすい環境づくりを
促進します

スポーツ団体等への支援を行うことで各団体の活動
の活発化を図ります。

スポーツ団体への支援
まちづくり

課

スポーツ少年団加入率 ％ R1 11.97

③

市民一人
１スポー
ツの実現
に向けた
取り組み
を推進し
ます

140
幼児期の運動促進、ジュニア期の競
技力向上、指導者の確保・育成に努
めます

子どもたちがスポーツに触れるきっかけ作りや、ス
ポーツを行う場づくりを支援することで、子どもたち
のスポーツへの関りを拡大します。

わくチャレ（わくわく
ちゃれんじ運動あそ
び）・地域ジュニアス
ポーツクラブ育成・各種
講座の開催

まちづくり
課

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持



二次
評価

基本目
標

基本施
策

通番号 主要事業 具体的な取り組み内容
主要事業の主な取り組

み
主担当課 KPI指標 単位

基準値
年度

基準値 R3 R４ R5 今年度のKPIの達成見込み・課題
次年度の
方向性

「4.現状維持」以外を選択の場
合は、理由を記入

次年度の
方向性

令和4年度 行政評価一覧表 中間評価

主要施策

年度別（KPI）
上段：目標値　下段：実績

190 200 210

19

3 3 3

1

5 5 5

3

- 増加 -

- 実施予定

50 70 80

65

70 75 80

56

2 3 4

3

ビジネスチャットツール
「LoGoチャット」の導入

及び普及

⑦

（
７

）
定
住
・
関
係
・
交
流
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す

【
基
本
目
標
４

】
人
が
育
ち
人
が
交
流
す
る
ま
ち
づ
く
り

 
※
基
本
施
策

（
１

）
～

（
４

）
は

「
見
附
市
教
育
大
綱

」
の
役
割
も
兼
ね
る

【
基
本
目
標
５

】

　
　
行
政
経
営
計
画

（
１

）
行
政
運
営
の
見
直
し
を
推
進
し
ま
す

（
２

）
収
入
の
確
保
に
努

め
ま
す

157
ＲＰＡ、ＡＩ－ＯＣＲを活用し事務の効
率化を図ります。

AI技術を活用した手書き文字OCRとRPA（ロボ
ティクスプロセスオートメーション）ツールを導入し
て、行政の定型的な業務を自動化し、業務改善と生
産性の向上を目指します。

AI-OCRとRPAシステ
ムの活用促進

企業版ふるさと納税や
クラウドファンディング

の活用事業数
4.現状維持 4.現状維持

すでに今年度のKPIは達成している。企業版ふるさと納税
において、SIB事業が寄附対象としては今年度までのた
め、新たな寄附財源充当事業の選定を進めていく。

県の出前講座を利用し、2月に国際理解講座（ベトナム編）
を全2回で開催予定。県には既に話を通してあり、今後講
座の開催に合わせて市民への周知を進める。
コロナ禍を経て、今後も事業を継続できるか再度検討して
いくため次年度は現状維持歳、事業実施の状況と成果を
鑑み令和６年度以降の方針は検討していく。

4.現状維持
4.現状維持
別紙参照

159
企業版ふるさと納税やふるさと納税
など新たな収入の確保を図ります

民間企業との連携強化及び、官民協働を強力に進め
ることにより、新たな収入確保と地方創生の取組の
深化を図ります。

対象事業の選定及び庁
内調整

地域再生計画の認定申
請

企画調整課④

新たな収
入の確保
を図りま
す

4.現状維持 4.現状維持

月の利用にバラつきはあるが、R4年度中の最大利用率は
65.2％（8月集計）。KPI達成にはまだ開きがあるが、11
月の地震想定参集訓練では安否確認にLoGoチャット活用
を取り入れ、業務運用に組込むことで、ユーザーへのスマ
ホアプリ導入が大きく進みんだ。日常的にツールを使う意
識、環境も以前より整いつつあると考える。少しでもKPI
目標値に少しでも近づくよう、継続して活用を促していく。

ビジネスチャットツール
「LoGoチャット」の職

員利用率
％ R2 20158

テレワーク体制の整備・推進を検討
します。

テレワークにも活用できるビジネスチャットツール
「LoGoチャット」の全庁展開、業務活用を推し進めま
す。

現状の事業の方向性を維持

ＩＣＴを活
用し事務
の効率化
を図りま
す

18総務課

RPAで作成したシナリ
オ数、AI-OCRを活用

した様式数
（R1年度導入からの累

計）

累計件
数

R1

累計事
業数

R2 2

総務課

R4年度中にAI-OCRは13様式作成、利用されている。
RPAシナリオの進捗がないため、これから職員研修を実施
して活用を進める。KPIは達成の見込。

4.現状維持 4.現状維持

現状の事業の方向性を維持

4.現状維持％ R2 52.0
社会情勢の変化や多様化する市民ニーズに的確に対
応するため、ＩＣＴ推進計画を策定し、行政サービスの
デジタル化の検討や実装を推進します。

見附市ＩＣＴ推進計画策
定及び推進

企画調整課
市民アンケート「ICT

（情報通信技術）の整備
状況や体制」満足度

現状の事業の方向性を維持

国際交流講座
まちづくり

課

⑤

市民サー
ビスの向
上に努め
ます

156
ＩＣＴを活用した市民サービスの向上
を推進します

現状の事業の方向性を維持

今年度は「インターネット環境・デジタル化に関する市民ア
ンケート」を実施しないためKPI達成可否は不明となる
が、R5.1月からは窓口業務支援システムが導入開始予定
であり、「ICTの整備状況や体制満足度」は上昇する可能
性が高いと考える。

4.現状維持

現状の事業の方向性を維持
4.現状維持
別紙参照

国際交流講座・学習会
回数

人 R1 1

国際交流協会に補助金を交付し、活動を支援している。ま
た、1月に開催する新春イベントでは、国際交流協会とも協
力して市内在住の外国人や技能実習生向けの日本文化体
験等を行う予定。
コロナ禍を経て、今後も事業を継続できるか再度検討して
いくため次年度は現状維持歳、事業実施の状況と成果を
鑑み令和６年度以降の方針は検討していく。

4.現状維持

10月末までに『30歳の大同窓会』を3回開催し、延べ111
人（うち在外者42人）が参加。10月末には3年ぶりに『東
京みつけデー』を開催し57人が参加。見附さぽーたの新
規加入や人と人の新たなつながりの契機となった。コロナ
禍の開催で参加の鈍さが残り、関係人口施策全体で延べ
168人の参加、目標は達成できず。

4.現状維持

交流人口（東京みつけ
デー来場者数+３０歳
の同窓会参加者数+他

交流事業）

人 R1 181

②

関係・交
流人口拡
大の取り
組みを推
進します

155 市民の国際交流活動を支援します 国際交流活動等の支援を行います。 国際交流協会事業支援
まちづくり

課
交流事業支援回数 人 R1 5

③
国際交流
を推進し
ます

154
市民に国際理解を深める場を提供し
ます

国際交流への理解を深めるための講座・学習会を開
催します。

153
さまざまな場所や分野で見附の魅
力を生かした、人と人、地域と地域
の交流を推進します

首都圏での交流事業（東京みつけデー）や30歳同窓
会、その他若者の交流イベントなどの参加者の増加
を図ることにより、交流人口の拡大に取り組みます。

とっておき百選、みつけ
デー、まちの駅、市外か
らの来訪、異業種・30
歳交流会、コシヒカリ
オーナー制度

企画調整課 4.現状維持

現状の事業の方向性を維持

現状の事業の方向性を維持


